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郷土の偉人

古畑種基
ふ る は た た ね も と

特 集

血液型学の国際的大家

医学博士

文化勲章受章時、皇居にて（昭和 31 年）



　

紀
宝
町
平
尾
井
出
身
で
血
液
型
学
の
国
際

的
大
家
で
あ
る
古
畑
種
基
博
士
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
今
月
号
で
は
、
郷
土
の
偉
人
と

し
て
、
古
畑
種
基
博
士
が
歩
ん
で
き
た
歴
史

に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

古
畑
種
基
博
士
は
、
古
畑
虎と

ら
の
す
け

之
助
・
寿じ

ゅ
う

の

次
男
と
し
て
、
明
治
24
年
６
月
15
日
、
紀
宝

町
平
尾
井
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

父
虎
之
助
は
、
平
尾
井
で
40
年
余
り
の
長
期

に
わ
た
り
、
内
科
・
婦
人
科
・
小
児
科
医
と
し

て
村
人
た
ち
に
亜あ

ふ父
と
し
て
敬
愛
さ
れ
、
母
寿

は
、
和
歌
山
市
出
身
で
、
心
や
さ
し
い
方
で
、

村
人
か
ら
慈
母
の
よ
う
に
慕
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

種
基
は
、
明
治
30
年
４
月
、
平
尾
井
に
あ

っ
た
明
成
尋
常
小
学
校
に
入
学
し
、
明
治
33

年
に
和
歌
山
市
の
広
瀬
尋
常
高
等
小
学
校
に

転
校
し
ま
し
た
。
当
時
、
近
辺
に
は
旧
制
中

学
校
の
入
学
資
格
が
も
ら
え
る
高
等
小
学
校

は
新
宮
に
し
か
な
く
、
新
宮
に
下
宿
さ
せ
る

の
な
ら
、
和
歌
山
市
の
叔
父
桑
原
虎
太
郎
の

と
こ
ろ
に
寄
留
さ
せ
た
方
が
上
級
学
校
進
学

に
好
都
合
だ
と
の
父
虎
之
助
の
考
え
に
よ
る

も
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

明
治
37
年
に
は
和
歌
山
県
立
和
歌
山
中
学

校
に
入
学
し
、
卒
業
後
は
、
京
都
の
第
三
高

等
学
校
の
三
部
（
医
学
進
学
コ
ー
ス
、
現
京

都
大
学
）
に
入
学
。
明
治
45
年
、
三
高
を
卒

業
し
、
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
に
進
学
し
ま

し
た
。
大
学
時
代
、
開
業
医
に
な
ろ
う
か
、

大
学
に
残
っ
て
研
究
す
る
か
、
進
路
に
つ
い

て
迷
い
悩
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
若
い
種
基

に
と
っ
て
開
業
医
と
し
て
父
の
跡
を
継
い
で
、

村
人
や
郷
土
の
た
め
に
尽
く
す
と
い
う
使
命

感
は
あ
っ
た
も
の
の
、
大
学
に
残
っ
て
勉
強

を
続
け
た
い
と
い
う
願
望
は
さ
ら
に
強
く
あ

り
、
そ
ん
な
折
、
友
人
の
勧
め
に
よ
る
法
医

学
の
三み

た田
定さ

だ
の
り則
教
授
と
の
出
会
い
が
、
学
究

の
道
を
選
ぶ
こ
と
を
決
定
づ
け
ま
し
た
。

　

東
京
帝
国
大
学
卒
業
後
、
医
学
部
の
助
手

に
任
命
さ
れ
、
大
正
６
年
に
大お

お
つ
き槻

弌は
じ
め

大
阪
薬

学
専
門
学
校
長
の
長
女
芳よ

し

と
結
婚
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
ろ
、
全
国
の
医
学
校
の
水
準
を
高

め
る
た
め
、
医
学
者
を
独
・
英
・
米
に
留
学

さ
せ
る
制
度
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
種
基
は
、

ド
イ
ツ
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
法
医
学

の
三
田
教
授
や
病
理
学
の
緒お

が
た方

知と
も
ざ
ぶ
ろ
う

三
郎
教
授

に
紹
介
状
を
も
ら
っ
て
、
ケ
ル
ン
大
学
の
ア

ル
ベ
ル
ト
・
デ
ィ
ー
リ
ッ
ヒ
先
生
に
教
え
を

乞
う
は
ず
で
し
た
が
、
日
本
は
第
一
次
世
界

大
戦
で
ド
イ
ツ
の
敵
国
だ
っ
た
こ
と
を
理
由

に
断
ら
れ
、
ベ
ル
リ

ン
大
学
の
実
験
病
理

学
の
ビ
ッ
ケ
ル
先
生

や
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・

ツ
ェ
ー
レ
ン
先
生
の

法
医
学
に
関
わ
る
指

導
を
受
け
ま
し
た
。

後
年
、
こ
の
時
の
研

究
が
種
基
の
難
事
件

の
鑑
定
に
大
変
役
立

っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

世
界
的
な
法
医
学
者
と
し
て
の
確
固
た
る
地
位
を
築
い
た

古
畑 

種
基

ふ
る
は
た
　
た
ね
も
と

法
医
学
・
血
清
学
の
権
威
で
数
々
の
業
績
を
挙
げ
、
戦
後
の
難
事
件
と
い
わ
れ
た
下し

も
や
ま山

事
件
で
活
躍
。

晩
年
は
、
日
本
の
科
学
警
察
力
の
牽け

ん
い
ん引
役
を
果
た
し
た
古
畑
種
基
の
素
顔
と
は
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っ
て
発
見
さ
れ
た
事
件
で
は
、
種
基
の
指
導

の
も
と
解
剖
が
行
わ
れ
、
種
基
ら
が
出
し
た

報
告
に
理
不
尽
な
攻
撃
も
あ
り
ま
し
た
が
、

種
基
は
科
学
的
判
断
を
曲
げ
よ
う
と
は
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

昭
和
25
年
３
月
、
岩
手
県
平
泉
町
の
中
尊
寺

に
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る
藤
原
四
代
（
清き

よ
ひ
ら衡
・
基も

と
ひ
ら衡
・

秀ひ
で
ひ
ら衡
・
忠た

だ
ひ
ら衡
）
の
ミ
イ
ラ
の
調
査
が
行
わ
れ
、

そ
の
学
術
調
査
団
に
加
わ
り
、
エ
ジ
プ
ト
の

ミ
イ
ラ
の
よ
う
に
薬
剤
を
使
っ
た
形
跡
が
な

い
こ
と
を
確
か
め
、
血
液
型
・
指
紋
の
検
出

に
成
功
し
、
藤
原
氏
が
ア
イ
ヌ
民
族
の
系
統

で
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

昭
和
27
年
東
京
大
学
定
年
後
は
、
東
京
医

科
歯
科
大
学
法
医
学
担
当
教
授
、
そ
し
て
医

学
部
長
と
な
り
８
年
間
在
勤
し
ま
し
た
。
そ

の
間
、
ロ
ー
マ
で
開
催

さ
れ
た
第
一
回
世
界
人

口
会
議
や
、
パ
リ
で
開

催
さ
れ
た
第
五
回
輸
血

学
会
に
日
本
代
表
と
し

て
出
席
。
昭
和
27
年
に

は
、
パ
リ
で
開
催
の
第

五
回
国
際
血
液
学
会
に

「
血
液
型
因
子
の
人
口
に

及
ぼ
す
遺
伝
的
影
響
」

に
つ
い
て
研
究
発
表
を
行
う
な
ど
、
世
界
的

な
法
医
学
者
と
し
て
の
確
固
た
る
地
位
を
築

い
て
い
き
ま
し
た
。

　

昭
和
31
年
に
は
文
化
勲
章
を
受
章
し
、
昭

和
35
年
に
科
学
警
察
研
究
所
所
長
と
な
り
後

進
の
指
導
に
あ
た
り
、
昭
和
45
年
に
は
勲
一

等
瑞ず

い
ほ
う
し
ょ
う

宝
章
を
受
章
し
て
い
ま
す
。

　

種
基
は
正
義
感
が
強
く
、
意
志
強
固
で
世

間
の
風
評
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
学
問

に
精
進
し
ま
し
た
。
人
情
味
豊
か
な
人
で
、

昭
和
20
年
７
月
、長
男
定さ

だ
も
と基

（
海
軍
航
空
大
尉
）

を
戦
争
で
亡
く
し
た
際
、
一
人
で
悲
し
み
に

耐
え
、
愚
痴
を
こ
ぼ
し
て
家
族
に
つ
ら
い
思

い
を
さ
せ
ま
い
と
、
そ
の
後
も
口
に
出
す
こ

と
が
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
人
か
ら
愛
さ
れ
、
慕
わ
れ
て
い
た

種
基
は
、
思
い
立
っ
た
ら
す
ぐ
実
行
に
移
し
、

最
善
を
尽
く
す
、
そ
の
学
問
へ
の
情
熱
は
終

生
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

満
２
年
の
留
学
を
終
え
て
帰
国
後
、
大
正

13
年
、
金
沢
医
科
大
学
教
授
に
迎
え
ら
れ
、

法
医
学
教
室
を
初
め
て
作
り
、
教
室
を
基
礎

法
医
学
と
応
用
医
学
部
に
大
別
し
、
血
液
型

の
研
究
を
大
い
に
進
め
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
ろ
、
裁
判
所
か
ら
親
子
鑑
定
の
依

頼
を
受
け
た
こ
と
が
始
ま
り
で
、
種
基
は
こ

こ
で
血
液
型
の
遺
伝
法
則
に
着
眼
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
親
一
人
に
Ａ
Ｂ
型
が
あ
る
場
合

は
、
Ｏ
型
の
子
を
産
ま
な
い
と
い
う
こ
と
を

発
見
し
ま
し
た
。
遺
伝
因
子
の
分
け
方
な
ど

相
当
深
い
理
論
問
題
が
あ
り
、
従
来
Ｏ
型
、

Ａ
型
、
Ｂ
型
、
Ａ
Ｂ
型
の
４
種
類
と
さ
れ
て

き
た
血
液
型
が
、
無
数
の
血
液
型
に
分
け
ら

れ
る
こ
と
の
発
端
に
な
っ
た
も
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
を
、
日
本
学
術
協
会
で
発
表
し
ま
し

た
が
、
従
来
の
常
識
を
破
る
こ
の
新
説
は
す

ん
な
り
と
は
受
け
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
２
年
オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
で
開
か
れ
た
第
３
回
国
際
人
類
学
会

と
ベ
ル
リ
ン
の
第
５
回
国
際
遺
伝
学
会
で
、

こ
の
新
説
は
多
大
な
反
響
を
得
て
、
調
査
方

法
の
確
実
さ
な
ど
が
裏
づ
け
と
な
り
、
新
説

が
正
し
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
11
年
、
金
沢
医
科
大
か
ら
東
京
大
学

教
授
に
就
任
。
昭
和
15
年
に
は
、
ド
イ
ツ
自

然
科
学
学
士
院
会
員
に
推
薦
さ
れ
た
ほ
か
、

各
国
の
学
会
、
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

名
を
つ
ら
ね
、
国
際
的
な
舞
台
で
の
華
々
し

い
活
躍
が
広
が
り
ま
し
た
。
昭
和
18
年
に
は

帝
国
学
士
院
よ
り
恩お

ん
し
し
ょ
う

賜
賞
、
昭
和
21
年
に
は

野
間
学
術
賞
な
ど
を
受
賞
し
、「
世
界
の
古
畑
」

と
し
て
一
躍
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

血
液
型
の
研
究
を
進
め
る
上
で
大
変
だ
っ

た
の
は
、採
血
で
し
た
。
種
基
は
人
々
に
「
悪

い
病
気
に
か
か
っ
て
し
ま
う
」
な
ど
と
敬
遠

さ
れ
、
つ
い
に
は
、「
古
畑
は
血
採
り
マ
ナ

コ
で
歩
い
て
い
る
」
な
ど
、
ま
る
で
吸
血
鬼

か
の
よ
う
な
評
判
が
た
つ
始
末
で
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
想
像
を
絶
す
る
苦
労
を
重
ね

た
結
果
、
当
初
４
種
類
だ
け
だ
っ
た
血
液
型

は
、
現
在
で
は
、
理
論
的
に
は
、
59
億
に
も

分
け
ら
れ
る
に
い
た
り
ま
し
た
。
な
お
、
こ

の
研
究
に
よ
り
、
従
来
不
可
能
と
さ
れ
て
い

た
親
子
の
鑑
別
を
可
能
と
し
、
血
液
の
個
人

識
別
に
よ
っ
て
犯
罪
捜
査
上
有
力
な
指
針
を

あ
た
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

　

昭
和
24
年
７
月
、
初
代
国
鉄
総
裁
の
下し

も
や
ま山

定さ
だ
の
り則

が
常
磐
線
綾
瀬
駅
付
近
で
轢れ

き

死
体
と
な

４
種
類
と
さ
れ
て
き
た
血
液
型
が

無
数
の
血
液
型
に
分
け
ら
れ
る
可
能
性
を
発
見
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６
月
15
日
、
紀
宝
町
平
尾
井
で
生
ま
れ
る

相
野
谷
明
成
尋
常
小
学
校
入
学
（
現
相
野
谷
小
学
校
）

和
歌
山
市
広
瀬
尋
常
小
学
校
へ
転
校

和
歌
山
県
立
中
学
校
入
学
（
現
桐
蔭
高
校
）

第
三
高
等
学
校
入
学

東
京
帝
国
大
学
（
医
科
）
入
学

東
京
帝
国
大
学
医
学
部
助
手

ド
イ
ツ
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
留
学

金
沢
医
科
大
学
教
授

同
大
に
法
医
学
教
室
開
設

第
一
回
日
本
学
術
協
会
総
会
で

血
液
型
に
関
す
る
新
説
発
表

第
三
回
国
際
人
類
学
会
（
於
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
）

第
五
回
国
際
遺
伝
学
会
（
於
ベ
ル
リ
ン
）
で

遺
伝
学
説
を
発
表

東
京
大
学
教
授
、
法
医
学
教
室
主
任

ド
イ
ツ
自
然
科
学
学
士
院
会
員

帝
国
学
士
院
恩
賜
賞
授
与

野
間
学
術
賞
受
賞

日
本
学
士
院
会
員

「
下
山
事
件
」
で
、“
死
後
轢
断
”
と
鑑
定

「
藤
原
ミ
イ
ラ
調
査
」
に
お
い
て

指
紋
、
血
液
型
の
検
出
に
成
功

東
京
大
学
教
授
退
官

東
京
医
科
歯
科
大
学
教
授

日
本
犯
罪
学
会
長

東
京
医
科
歯
科
大
学　

医
学
部
長

第
１
回
世
界
人
口
会
議
（
於
ロ
ー
マ
）、
第
５
回
輸
血

学
会
（
於
パ
リ
）、
第
５
回
国
際
血
液
学
会
（
於
パ
リ
）

に
各
々
日
本
代
表
と
し
て
出
席
し
、「
血
液
型
因
子
の

人
口
に
及
ぼ
す
遺
伝
的
影
響
」
に
つ
い
て
研
究
発
表

文
化
勲
章
受
章

日
本
人
類
遺
伝
学
会
長

東
京
医
科
歯
科
大
学
退
任

科
学
警
察
研
究
所
長
就
任

勲
一
等
瑞
宝
章
受
章

５
月
６
日
、
83
歳
で
死
亡

勲
一
等
旭
日
大
綬
章　

正
三
位
に
叙
さ
る
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１
７
）

　
　

11
年
（
１
９
２
２
）

　
　

13
年
（
１
９
２
４
）

　
　

14
年
（
１
９
２
５
）

昭
和
２
年
（
１
９
２
７
）

　
　

11
年
（
１
９
３
６
）

　
　

15
年
（
１
９
４
０
）

　
　

18
年
（
１
９
４
３
）

　
　

21
年
（
１
９
４
６
）

　
　

22
年
（
１
９
４
７
）

　
　

24
年
（
１
９
４
９
）

　
　

25
年
（
１
９
５
０
）

　
　

27
年
（
１
９
５
２
）

　
　

〃

　
　

〃

　
　

28
年
（
１
９
５
３
）

　
　

29
年
（
１
９
５
４
）

　
　

31
年
（
１
９
５
６
）

　
　

〃

　
　

35
年
（
１
９
６
０
）

　
　

〃

　
　

45
年
（
１
９
７
０
）

　
　

50
年
（
１
９
７
５
）

古
畑
種
基
の
生
涯

数
々
の
業
績

人
と
な
り

１

４

５

６

３. 種基著の「法医学の話」（昭和 33 年、岩波新書）。
４. 科学警察研究所長時代の種基。昭和天皇の行幸
をお迎えして研究所の概要をご説明する（昭和 43
年）。５. 文化勲章受章記念碑（平尾井）。6. ふるさ
と資料館には種基のコーナーが設けられている。

２

３

1. 東大教授時代の種
基。藤原四代遺体の
血液型や指紋、歯な
どを調査する。2. 成
川の龍光寺の門柱に
は、種基が書いた永
平寺の開祖道元禅師
の詩「濁りなき心の
水にすむ月は　波も
くだけて光とぞなる」
が刻まれている。
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昨
年
12
月
27
日
に
地
方
創
生
関
係
で

あ
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
」
及
び
、
平
成
27
年
度
か

ら
５
か
年
の
目
標
や
施
策
の
基
本
的
な

方
向
を
示
す
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
、

閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
人
口
減
少
の
歯
止

め
と
、
東
京
一
極
集
中
の
是
正
に
よ
り
、

２
０
６
０
年
（
平
成
72
年
）
に
１
億
人
程

度
の
人
口
を
確
保
し
、２
０
５
０
年
代（
平

成
62
年
代
）に
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
を
１
・

５
か
ら
２
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
維
持
す
る
こ

と
を
掲
げ
て
お
り
、
総
合
戦
略
で
は
、「
自

立
性
」「
将
来
性
」「
地
域
性
」「
直
接
性
」

「
結
果
重
視
」の
政
策
５
原
則
の
も
と
、「
地

方
に
お
け
る
安
定
的
な
雇
用
を
創
出
す

る
」「
地
方
へ
の
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ

く
る
」「
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
」「
時
代
に
合
っ

た
地
域
を
つ
く
り
、
安
心
な
暮
ら
し
を
守

る
と
と
も
に
、
地
域
と
地
域
を
連
携
す

る
」
と
い
う
４
つ
の
基
本
目
標
を
設

定
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
紀
宝
町
に
お
い

て
も
平
成
27
年
度
中
に
は
、「
地
方
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
地
方
版
総
合
戦
略
」

を
作
成
し
、
こ
れ
ま
で
の
人
口
動
態
か

ら
将
来
予
測
を
行
う
な
か
で
、
町
と
し
て

の
今
後
の
あ
り
方
の
目
標
を
設
定
し
て
実

践
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

紀
宝
町
の
地
方
創
生
に
対
す
る
推
進
体

制
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
２
月
２
日
に
、

私
や
、
教
育
長
、
特
別
参
与
を
は
じ
め
理

事
や
課
長
級
か
ら
な
る
「
紀
宝
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
策
定
推
進

本
部
」
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

　

地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
・
実
施
に
あ

た
り
ま
し
て
は
、
住
民
代
表
に
加
え
、
産

業
界
、
学
校
、
金
融
機
関
、
労
働
団
体
が

連
携
し
効
果
的
な
施
策
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
た
め
、
今
後

は
、
各
界
の
代
表
者
に
も
参
画
い
た
だ
く

た
め
、
仮
称
と
な
り
ま
す
が
「
紀
宝
町
地

方
創
生
会
議
」
の
設
置
も
行
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
く
昨
年
12
月
27
日
に
は
、

緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、「
地
域
住
民
生

活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付
金
」
が
閣

議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
付
金
に
は
２
種
類
あ
り
、
一
つ

は
「
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
」、
も
う

一
つ
は
、「
地
方
創
生
先
行
型
」
と
い
わ

れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
に
つ
き
ま
し

て
は
、
町
内
の
消
費
喚
起
を
図
る
た
め

に
、
例
え
ば
、
１
万
円
で
数
千
円
の
プ
レ

ミ
ア
ム
が
付
加
さ
れ
る
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
」
や
、
子
育
て
世
代
の
支
援
策
も

盛
り
込
ん
だ
商
品
券
を
発
行
し
、
町
内
消

費
を
促
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

地
方
創
生
先
行
型
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
策
定
す
る
、
地
方
版
総
合
戦
略
の
先

行
的
実
施
に
対
す
る
支
援
の
交
付
金
で
あ

り
ま
す
た
め
、
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
や
地

方
版
総
合
戦
略
の
策
定
に
係
る
経
費
、
及

び
地
方
版
総
合
戦
略
の
趣
旨
に
添
っ
た
施

策
を
展
開
し
て
い
く
た
め
の
財
源
と
し
、

町
外
か
ら
移
住
を
行
う
か
た
を
対
象
に
、

空
き
家
の
改
修
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て

補
助
す
る
「
空
き
家
改
修
補
助
事
業
」
や
、

木
造
住
宅
を
新
築
す
る
際
に
、
町
内
施
工

業
者
及
び
地
元
産
材
を
利
用
し
た
場
合
に

補
助
を
行
う
、「
木
造
住
宅
建
設
促
進
対

策
事
業
」
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
、
町
の

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
総
合
戦
略
の
策
定
に

向
け
準
備
を
進
め
、
町
の
将
来
の
姿
や
方

向
性
、
平
成
27
年
度
を
初
年
度
と
す
る
今

後
５
か
年
の
政
策
目
標
や
施
策
の
基
本
的

方
向
、
具
体
的
な
施
策
を
皆
様
の
ご
意
見

を
拝
聴
し
な
が
ら
ま
と
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

熊
野
川
河
口
大
橋
を
含
む
「
一
般
国
道

42
号 

新
宮
紀
宝
道
路
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
長
年
の
粘
り
強
い
要
望
活
動
が
実
を

結
び
、
平
成
25
年
５
月
15
日
に
新
規
事
業

化
が
決
定
さ
れ
、地
域
の
悲
願
で
あ
る「
熊

野
川
河
口
大
橋
の
建
設
」
が
実
現
す
る
運

び
と
な
り
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
→

町
政
の
基
本
方
針
と

施
策
の
大
綱

❖
地
方
創
生

❖
新
宮
紀
宝
道
路

平
成
18
年
１
月
10
日
、（
旧
）

紀
宝
町
と
（
旧
）
鵜
殿
村

が
合
併
し
、（
新
）
紀
宝
町

が
発
足
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
、
村
に

お
い
て
、
先
人
の
方
々
の
心
血
を
注
い

だ
懸
命
の
ご
努
力
に
よ
り
、
特
色
を
生

か
し
た
魅
力
あ
る
、
す
ば
ら
し
い
「
ま

ち
づ
く
り
」
が
展
開
さ
れ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
し
て
合
併
後
は
、「
海
・
山
・

川
の
恵
み
に
抱
か
れ
、
と
も
に
輝
き
創

造
す
る
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、

新
た
な
「
ま
ち
づ
く
り
」
が
進
め
ら
れ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
は
、（
新
）
紀
宝
町
が
誕
生

し
て
10
周
年
と
な
る
た
め
、
１
月
10
日

に
、「
町
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
」
を
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
な
び
の
郷
に
お

い
て
挙
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の

町
民
の
皆
様
が
た
と
、
共
に
祝
い
、
共

に
未
来
に
向
け
て
の
、
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
く
機
運
を
高
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
村
合
併
時
に
、
新
紀
宝
町

の
ま
ち
づ
く
り
を
総
合
的
か
つ
効
果
的

に
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
新
町

ま
ち
づ
く
り
計
画
（
建
設
計
画
）
を
策

定
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
新
町
ま
ち
づ

く
り
計
画
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
平
成

27
年
度
ま
で
の
概
ね
10
年
間
を
計
画
期

間
と
し
て
策
定
し
て
お
り
、
市
町
村
合

併
特
例
法
第
５
条
に
定
め
ら
れ
た
「
市

町
村
建
設
計
画
」
で
あ
り
、
こ
の
計
画

に
よ
り
、
合
併
特
例
債
な
ど
の
国
の
財

政
支
援
を
受
け
る
た
め
の
基
礎
と
な
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
６
月
27
日
、「
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
合
併
市
町
村

に
係
る
地
方
債
の
特
例
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
施
行
さ

れ
、
被
災
市
町
村
以
外
の
合
併
市
町
村

に
つ
き
ま
し
て
も
、
合
併
特
例
債
を
起

こ
す
こ
と
の
で
き
る
期
間
が
、
合
併
後

10
年
間
か
ら
15
年
間
へ
と
５
年
間
延
長

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
、
今
後
も
引
き
続
き
、
合

併
効
果
を
高
め
る
た
め
に
必
要
な
建
設

事
業
な
ど
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
り
、

国
の
財
政
支
援
を
受
け
て
安
定
し
た
財

源
を
確
保
し
な
が
ら
、
健
全
な
財
政
運

用
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
こ
と
か
ら
、

新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
計
画
期
間
及

び
財
政
計
画
な
ど
を
変
更
し
、
新
た
に

平
成
28
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の

５
年
間
の
延
長
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

３月定例会で所信表明する西田町長

紀宝町の施政方針 所信表明

平成27年度

所信表明

　

熊
野
川
河
口
大
橋
は
、
災
害
時
に
お
け

る
救
援
や
復
興
な
ど
の
防
災
面
、
医
療
、

産
業
、観
光
な
ど
、私
た
ち
の
地
域
に
と
っ

て
は
、ま
さ
に
「
命
の
橋
」
で
あ
り
ま
す
。

　

新
規
事
業
化
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
ま
し

て
、
新
宮
紀
宝
道
路
の
事
業
概
要
や
今
後

の
事
業
の
進
め
方
等
に
つ
き
ま
し
て
、
住

民
説
明
会
を
平
成
25
年
度
、
及
び
平
成
26

年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
２
回
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
事
業
主
体
で
あ

る
国
土
交
通
省
紀
南
河
川
国
道
事
務
所
で

は
、
地
権
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
な

が
ら
、
地
質
調
査
や
測
量
調
査
、
現
地
調

査
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
６
月
に
開
催
さ
れ
た
住
民
説

明
会
で
提
示
さ
れ
ま
し
た
、
計
画
平
面
図

面
に
つ
き
ま
し
て
は
、
７
月
19
日
か
ら
８

月
20
日
ま
で
役
場
に
て
公
開
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
住
民
の
皆
様
に
閲
覧
し
て
い
た
だ

く
な
か
で
、
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
要

望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
際
に
い
た

だ
き
ま
し
た
ご
意
見
・
ご
要
望
や
地
元
か

ら
の
要
望
、
こ
れ
ま
で
に
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
皆
様
か
ら
の
声
に
つ
き
ま
し
て

は
、
す
べ
て
紀
南
河
川
国
道
事
務
所
に
届

け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
21
日
に
は
、
鵜
殿
区
３
組

の
役
員
の
皆
様
と
紀
南
河
川
国
道
事
務

所
、
紀
宝
町
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
紀
南
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、

予
備
設
計
を
実
施
し
て
い
る
と
伺
っ
て
お

り
ま
す
こ
と
か
ら
、
町
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
地
元
住
民
の
皆
様
方
か
ら
道
路
や
排

未
来
に
向
け
て

  

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を

平
成
27
年
度
　
所
信
表
明
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な
お
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
、
防
災
対

策
事
業
の
進
捗
を
図
り
、
町
民
の
皆
様
の

安
全
・
安
心
の
向
上
に
努
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
た
め
、
任
期
を
２
年
と
し
て
、
防
災

対
策
を
担
当
す
る
特
別
参
与
を
設
置
し
て

お
り
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
向
上
を
図
る
た

め
、
再
任
を
お
願
い
し
、
本
年
４
月
か
ら

引
き
続
き
２
年
間
、
特
別
参
与
を
設
置
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
震
・
津
波
・
風
水
害
の
自
然

災
害
な
ど
を
始
め
と
し
て
、
町
民
の
生
命

や
身
体
、財
産
に
重
大
な
被
害
が
生
じ
る
、

ま
た
は
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
緊
急

の
事
態
へ
の
対
処
や
発
生
の
防
止
に
つ
い

て
、
町
長
の
命
を
受
け
て
危
機
管
理
の
統

括
を
行
い
、職
員
を
指
揮
監
督
す
る
た
め
、

危
機
管
理
監
を
本
年
４
月
１
日
か
ら
設
置

す
る
こ
と
と
し
、
特
別
参
与
に
兼
務
と
し

て
そ
の
任
を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
、
ご
指
導
ご
鞭べ

ん
た
つ撻

の
ほ
ど

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

石
川
県
中
能
登
町
と
は
、
平
成
24
年
11

月
に
「
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」、
平
成

25
年
12
月
に
は
「
姉
妹
町
提
携
」
を
結
ば

せ
て
い
た
だ
き
、
平
成
27
年
度
に
お
き
ま

し
て
も
、
引
き
続
き
交
流
を
推
進
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

商
工
関
係
に
お
き
ま
し
て
は
、
紀
宝

町
商
工
会
及
び
紀
宝
ウ
ミ
ガ
メ
物
産
振

興
組
合
が
主
体
と
な
っ
て
、
中
能
登
町
の

「
道
の
駅 

織
姫
の
里
な
か

の
と
」
と
の
物
産
交
流

の
充
実
・
拡
大
に
向
け
、

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
「
道
の
駅 

織
姫
の
里
な
か
の

と
」
内
で
運
営
し
て
い
る
店
舗
で
は
、

先
般
、
紀
宝
町
産
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
を

使
用
し
た
「
み
か
ん
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
」

を
考
案
し
、
販
売
い
た
だ
い
て
お
り
、

爽
や
か
な
酸
味
の
効
い
た
味
が
好
評
で

あ
り
、
中
能
登
の
新
た
な
冬
の
味
と
し

て
売
り
出
し
て
い
き
た
い
と
伺
っ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
関
係
に
お
き
ま
し
て
は
、

平
成
26
年
度
に
町
内
小
・
中
学
校
管
理

職
が
中
能
登
町
小
・
中
学
校
を
訪
問
し
、

授
業
参
観
な
ど
、
学
力
向
上
に
つ
な
が

る
視
察
を
行
う
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ

交
流
で
は
町
内
小
・
中
学
生
に
よ
る
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
交
流
大
会
が
中
能
登
中
学

校
で
開
催
さ
れ
、
両
町
の
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
交
流
・
親
睦
が
図
ら
れ
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
物
産
、
観
光
、
イ
ベ
ン
ト
、

学
校
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
様
々
な
交
流

を
通
じ
て
、
本
町
と
中
能
登
町
が
、
絆

を
深
め
、
と
も
に
発
展
し
て
い
く
よ
う
、

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
町
税

た
、
い
く
つ
か
の
台
風
時
に
お
い
て
は
、

消
防
団
、
民
生
委
員
、
町
民
の
皆
様
な

ど
、
町
内
外
の
防
災
関
係
機
関
等
の
ご
協

力
を
賜
り
、
試
行
を
行
い
な
が
ら
見
直
し

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
行
動
計
画
の
試
行
時
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
、
河
川
管
理

者
か
ら
の
河
川
水
位
予
測
や
、
気
象
台
か

ら
の
雨
量
予
測
、
道
路
管
理
者
か
ら
の
道

路
情
報
等
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
や
情
報

共
有
、
ま
た
専
門
的
見
地
か
ら
の
ご
助
言

も
引
き
続
き
行
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

「
紀
宝
町
に
お
け
る
台
風
等
風
水
害
に
お

け
る
事
前
防
災
行
動
計
画
の
連
携
に
関
す

る
協
定
」
を
、
２
月
21
日
の
防
災
フ
ォ
ー

ラ
ム
in
き
ほ
う
の
開
会
前
に
、
関
係
各
位

の
深
い
ご
理
解
の
も
と
締
結
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
全
国
の
市
町
村
で

は
初
め
て
の
事
前
防
災
行
動
計
画
（
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
）
の
策
定
が
完
了
し
、
運
用
で

き
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
た
め
、
本
年
の

等
の
納
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
口

座
振
替
を
し
て
い
る
方
を
除
き

ま
す
と
、
町
の
指
定
金
融
機
関

や
、
役
場
で
は
納
付
時
間
が
限

ら
れ
て
い
る
状
況
で
し
た
が
、
平

成
26
年
度
か
ら
は
、
納
付
者
の
方
々
の

利
便
性
を
考
え
、
休
日
や
夜
間
で
も
納

付
が
で
き
る
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
の
収
納
を
開
始
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
、
多
く
の
方
々
に
ご
利
用
を

い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

納
付
し
て
い
た
だ
け
る
の
は
、
町
税

の
ほ
か
、
保
育
料
、
水
道
料
で
す
。

　　

子
育
て
支
援
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は

「
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、

引
き
続
き
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
０
歳
児
保
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
27
年
度
か
ら
、
町
内
飯
盛
保
育
所

に
お
い
て
実
施
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
学
童
保
育
事
業
、
遊
び
場
開
放

事
業
に
つ
い
て
も
、
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
な
る

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
サ
ポ
ー
ト
会
員

の
増
員
に
努
め
な
が
ら
支
援
体
制
の
輪

を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
る
、
自
主
活

台
風
襲
来
時
か
ら
は
、
こ
の
計
画
に
沿
っ

た
事
前
防
災
行
動
を
迅じ

ん
そ
く速
か
つ
的
確
に
行

い
、
住
民
の
避
難
誘
導
や
被
害
の
軽
減
に

努
め
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
充
実
し
た

計
画
に
な
る
よ
う
検
証
も
行
い
な
が
ら
、

１
日
も
早
く
、
完
全
な
紀
宝
町
版
事
前
防

災
行
動
計
画
（
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
）
を
構
築

し
、
風
水
害
に
よ
る
人
的
被
害
を
限
り
な

く
ゼ
ロ
に
で
き
る
よ
う
、
防
災
・
減
災
対

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
災
害
時
に
必
要
と
さ
れ
る

非
常
食
や
日
用
品
な
ど
の
備
蓄
や
、
地

震
が
発
生
し
た
場
合
に
、
家
屋
倒
壊
な

ど
か
ら
我
が
身
を
守
る
た
め
の
、
住
宅

の
耐
震
診
断
や
耐
震
補
強
工
事
、
耐
震

シ
ェ
ル
タ
ー
事
業
、
家
具
の
固
定
事
業

な
ど
に
つ
い
て
も
、
助
成
制
度
を
前
年

度
に
引
き
続
き
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

町
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
が
、「
自
分
の

命
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
対
策
を
講

じ
て
い
た
だ
く
な
ど
、「
自
助
」
の
意
識

を
強
く
お
持
ち
い
た
だ
く
啓
発
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
区
自
主
防

災
組
織
の
育
成
や
避
難
訓
練
の
実
施
、

防
災
研
修
会
や
防
災
講
演
会
な
ど
を
、

引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
生
命
・
財
産
等
を
守
る
、
防
災
・

減
災
対
策
に
終
わ
り
は
な
く
、
今
後
と
も
、

住
民
・
地
域
・
行
政
が
一
体
と
な
り
、「
人

の
命
が
一
番
」
を
理
念
に
、
根
気
強
く
、

災
害
に
強
い
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

動
グ
ル
ー
プ
「
マ
マ
サ
ー
ク
ル
」
を
支
援

し
、
母
親
同
士
の
つ
な
が
り
や
、
子
ど
も

だ
け
で
は
な
く
、
母
親
も
楽
し
み
な
が
ら

元
気
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
関
係
機
関
と
連
携
し
発
育
相
談

や
児
童
虐
待
、
育
児
不
安
や
悩
み
な
ど
が

少
し
で
も
軽
減
で
き
る
よ
う
、
横
断
的
な

支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

多
様
化
す
る
高
齢
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、

様
々
な
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
、

地
域
力
を
高
め
な
が
ら
、「
い
つ
ま
で
も

地
域
で
暮
ら
せ
る
、
元
気
と
生
き
が
い
を

育
む
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
を
悪
質
商
法
な
ど
か
ら
守
る
た

め
に
結
成
さ
れ
た
「
高
齢
者
地
域
見
守
り

隊
」
や
、生
活
介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
「
て

ま
り
の
会
」
な
ど
の
、地
域
資
源
の
充
実
、

育
成
を
図
り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委
員
、
老

人
ク
ラ
ブ
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

な
ど
と
連
携
し
、
地
域
で
の
支
え
合
い

体
制
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

買
い
物
困
難
者
の
解
消
に
向
け
、
福
祉

の
店
「
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
拠
点
に
実
施

し
て
お
り
ま
す
、
宅
配
・
移
動
販
売
事

業
等
に
つ
い
て
も
、
必
要
な
支
援
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

❖
防
災
関
係

❖
石
川
県
中な

か

の

と

能
登
町

❖
町
税
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
開
始

❖
子
育
て
支
援
施
策

❖
高
齢
者
福
祉
施
策

成川に設置された飲料水兼用耐震性貯水槽

タイムラインの連携に関する協定を締結

紀宝町の施政方針 所信表明

平成27年度

所信表明

水
、
用
水
な
ど
の
機
能
回
復
に
つ
い
て
の

意
見
を
拝
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
住
民
の

皆
様
の
声
を
届
け
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
も
住
民

の
皆
様
の
ご
意
見
を
拝
聴
し
な
が
ら
、
実

施
主
体
で
あ
り
ま
す
国
土
交
通
省
な
ど
関

係
機
関
と
の
連
絡
を
密
に
し
、早
期
着
工
・

早
期
完
成
を
目
指
し
、
新
宮
紀
宝
道
路
が

よ
り
よ
い
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
、
引
き

続
き
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
新
宮
紀
宝
道
路
関
係
事
務
に
つ

き
ま
し
て
は
、
企
画
調
整
課
及
び
産
業
建

設
課
が
中
心
に
な
っ
て
推
進
し
て
お
り
ま

す
が
、
庁
内
の
連
携
を
さ
ら
に
強
め
る
た

め
、
本
年
４
月
か
ら
「
高
速
道
路
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
置
し
て
、
新
宮
紀
宝

道
路
等
の
推
進
や
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
区

間
の
解
消
な
ど
を
よ
り
強
固
に
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

防
災
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
人
の

命
が
一
番
」
の
理
念
を
大
き
く
掲
げ
、
紀

伊
半
島
大
水
害
か
ら
得
た
教
訓
を
活
か
し

な
が
ら
、
発
生
す
る
確
率
が
年
々
高
く

な
っ
て
お
り
ま
す
、
南
海
ト
ラ
フ
を
震

源
と
す
る
巨
大
地
震
へ
の
備
え
と
し
て
、

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
で
の
防
災
対
策

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
発
災
時
に
災
害
対

応
が
滞
る
こ
と
な
く
、
ス
ム
ー
ズ
な
対
応

が
で
き
る
よ
う
、
飲
料
水
の
確
保
、
緊
急

車
両
や
災
害
対
応
車
両
の
燃
料
の
確
保
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド
面
で
の
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ソ
フ
ト
面
で
は
、
地
区
自
主
防

災
組
織
と
協
力
し
な
が
ら
、
各
地
域
に
応

じ
た
避
難
訓
練
や
、
三
重
県
が
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
、
一
人
ひ
と
り
の
避
難
行
動

計
画
で
あ
る
「
マ
イ
ま
っ
ぷ
ラ
ン
」
づ
く

り
な
ど
を
行
い
、
発
災
時
に
は
、「
自
分

の
命
は
自
分
で
守
る
」
を
基
本
に
、「
自

助
」、「
共
助
」
に
お
い
て
も
、
ス
ム
ー
ズ

に
災
害
対
応
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
消
防

施
設
等
の
整
備
や
、
防
災
資
機
材
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様
の
安
全

と
安
心
に
資
す
る
た
め
、
さ
ら
な
る
防
災

力
の
向
上
を
目
指
し
て
、
人
の
命
を
守
る

防
災
・
減
災
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
ず
、
台
風

等
の
風
水
害
に

備
え
た
「
紀
宝
町

事
前
防
災
行
動
計

画
（
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
）」
に
つ
い
て

で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
平
成
25
年
度

か
ら
策
定
に
着
手

し
、
昨
年
本
町
に

襲
来
い
た
し
ま
し
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付
金
」
の
支
給
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
消
費
税
率
が
昨
年
４
月
に
、
５
％
か

ら
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
影
響
を
緩
和

す
る
た
め
、
平
成
27
年
度
に
お
い
て
も
、

二
つ
の
給
付
措
置
を
引
き
続
き
実
施
い
た

し
ま
す
。

　

支
給
対
象
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
概
算

と
な
り
ま
す
が
、
臨
時
福
祉
給
付
金
対
象

者
が
３
１
０
０
人
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
対
象
者
が
１
５
１
７
人
、
合
わ

せ
て
４
６
１
７
人
と
な
り
、支
給
総
額
は
、

２
３
１
５
万
１
千
円
を
見
込
ん
で
お
り
ま

す
。
給
付
金
支
給
対
象
者
の
皆
様
に
周
知

を
図
り
な
が
ら
、
速
や
か
に
給
付
で
き
る

よ
う
、
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
互
い
に

助
け
合
い
、
支
え
合
う
よ
う
な
関
係
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
皆
さ
ん
お
一
人
お
ひ

と
り
が
主
役
と
な
り
、
ま
た
地
域
の
各
種

団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

提
供
者
・
行
政
な
ど
が
連
携
し
、
制
度
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
で

の
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
た
社

会
の
実
現
を
目
指
し
、
よ
り
効
率
的
か

つ
効
果
的
な
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
た

め
、行
政
計
画
で
あ
る
「
地
域
福
祉
計
画
」

と
、
民み

ん

の
立
場
で
あ
る
社
会
福
祉
協
議
会

の
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
を
、
一
体
的

に
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

人
化
、
地
域
農
協
に
対
し
実
施
し
て
い
る

監
査
権
限
の
撤
廃
な
ど
に
つ
い
て
、
２
月

９
日
に
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
役
員

会
に
お
い
て
、
政
府
改
革
案
の
受
け
入
れ

を
決
定
し
た
こ
と
で
、
約
60
年
続
い
て
き

た
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
を
頂
点
と

す
る
農
協
組
織
が
、
大
き
く
変
わ
っ
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
制
度
に
お
き
ま
し

て
は
、
農
業
委
員
の
委
員
数
を
現
在
の
半

数
程
度
と
し
公
選
制
を
廃
止
、
市
町
村
議

会
の
同
意
を
要
件
と
す
る
市
町
村
長
の
選

任
制
に
変
更
し
て
、
新
た
に
「
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
」
を
新
設
し
、
農
地
法

に
関
わ
る
許
認
可
部
分
と
農
地
の
利
用
調

整
や
担
い
手
育
成
・
支
援
の
推
進
な
ど
、

農
地
利
用
調
整
等
の
取
り
組
み
を
中
心
に

規
定
す
る
方
向
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　

法
案
の
成
立
時
期
は
未
定
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
政
府
が
推
し
進
め

る
農
業
改
革
に
よ
っ
て
、
日
本
の
農
業
は

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
）
協
議
も
大
詰
め
を
迎
え
て
い
る

状
況
と
の
報
道
も
あ
り
、
今
後
の
政
府
の

動
向
な
ど
に
注
視
し
な
が
ら
改
革
に
乗
り

遅
れ
る
こ
と
な
く
、「
経
営
所
得
安
定
対

策
事
業
」
や
「
人
農
地
問
題
解
決
加
速
化

支
援
事
業
」、「
多
面
的
機
能
支
払
制
度
」

な
ど
を
活
用
し
、
安
定
し
た
農
業
経
営
と

農
地
の
保
全
、
集
落
営
農
組
織
の
法
人
化

等
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
関
連
に
つ
き
ま
し
て
は
、

多
く
の
住
民
の
願
い
で
あ
り
ま
す
、「
心

身
と
も
に
健
康
的
な
日
常
生
活
を
送
る
期

間
を
延
伸
さ
せ
る
」
健
康
寿
命
の
延
伸
の

た
め
、
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
の
自

立
に
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、「
生
活
習
慣
病
対
策
の

推
進
」、「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
推

進
」、「
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
の
推
進
」、「
健
康
づ
く
り
に
携
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
と
の
連
携
」
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
た

め
、
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
・
健
康
づ
く

り
健
診
の
受
診
勧
奨
に
努
め
、
受
診
し
や

す
い
環
境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
習
慣
病
を
発
症
す
る
危
険

度
の
高
い
集
団
へ
の
働
き
か
け
を
、
重
点

的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
個
人
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
一
般
へ

の
啓
発
や
環
境
整
備
と
い
っ
た
、
ポ
ピ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
も
組
み
合
わ
せ

て
啓
発
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
、
正
し
い
知
識
の
普
及
、

相
談
が
受
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
う
つ
病
等
は
、
生
活
習
慣
病
の

予
後
の
悪
化
か
ら
つ
な
が
る
こ
と
が
多
い

な
か
、
生
活
習
慣
病
予
防
と
連
動
し
て

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

獣
害
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
近
年
、

野
生
動
物
に
よ
る
農
作
物
に
対
す
る
被
害

が
増
加
す
る
な
か
、
本
町
に
お
き
ま
し
て

も
、
国
や
県
に
よ
る
補
助
事
業
を
活
用

し
、
侵
入
防
止
柵
の
設
置
や
猟
友
会
の
会

員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
有
害
鳥
獣

捕
獲
に
対
す
る
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

平
成
27
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
国
の

「
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交
付
金
事
業
」

を
活
用
し
、
農
作
物
の
被
害
軽
減
に
向
け

た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
補
助
事
業
の
対
象
と
な
ら
な
い

農
地
に
つ
い
て
は
、町
単
独
事
業
に
よ
る
、

侵
入
防
止
柵
補
助
の
実
施
な
ど
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

林
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三
重
県

で
は
、「
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
」、
及

び
「
県
民
全
体
で
森
林
を
支
え
る
社
会
づ

く
り
」
を
進
め
る
た
め
、
そ
の
費
用
を
県

民
の
皆
様
に
幅
広
く
負
担
し
て
い
た
だ

く
、「
み
え
森
と
緑
の
県
民
税
」を
導
入
し
、

平
成
26
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

し
た
。

　

本
町
で
は
、
こ
の
県
民
税
を
財
源
と
し

た
事
業
に
取
り
組
み
、
本
年
度
は
、
地
元

県
産
材
（「
三
重
の
木
」
認
証
材
）
を
利

用
し
、「
鵜
殿
老
人
憩
の
家
」
の
建
替
工

❖
包
括
的
支
援
事
業

❖
介
護
予
防
事
業

❖
地
域
福
祉
計
画
の
策
定

❖
健
康
づ
く
り
関
連

❖
農
業
振
興
関
連

❖
獣
害
対
策

❖
林
業
振
興

紀宝町の施政方針 所信表明

平成27年度

所信表明

　

包
括
的
支
援
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
や
、
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
等
の
実
態
把
握
と
訪
問
活

動
、
高
齢
者
虐
待
や
成
年
後
見
制
度
等
の

権
利
擁よ

う
ご護
事
業
の
推
進
、
在
宅
医
療
や
介

護
の
推
進
に
向
け
た
多
職
種
連
携
と
住
民

啓
発
事
業
な
ど
、
高
齢
者
の
総
合
相
談
支

援
窓
口
と
し
て
の
機
能
を
充
実
さ
せ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
支

援
等
を
実
施
す
る
た
め
の
基
礎
と
な
る
、

「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」を
活
用
し
た
、

地
域
で
の
支
援
体
制
の
整
備
、
福
祉
避
難

所
の
整
備
、
名
簿
内
容
の
充
実
化
等
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

介
護
予
防
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
認

知
症
予
防
事
業
の
重
点
事
業
と
し
て
、
平

成
27
年
度
か
ら
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
皆
様
の
協
力
を
得
て
、
中
等
度
認
知

症
の
か
た
を
対
象
に
、
音
楽
体
操
「
ま
ち

か
ど
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
が
、
認
知
症
の
改

善
や
進
行
抑
制
に
有
効
で
あ
る
か
の
検
証

に
つ
い
て
、
三
重
大
学
、
ヤ
マ
ハ
音
楽
振

興
会
と
の
共
同
事
業
と
し
て
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

関
節
疾
患
や
筋
力
低
下
に
よ
り
、
要
介

護
認
定
を
受
け
る
か
た
の
人
数
が
減
少
す

　

全
身
の
健
康
に
つ
な
が
る
歯
と
口
腔

の
健
康
づ
く
り
は
、「
歯
科
保
健
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
」
に
お
い
て
検
討
推
進

し
て
、
横
断
的
な
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
み
、
い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
お
い

し
く
食
事
が
で
き
、
生
涯
に
わ
た
る
生

活
の
質
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

母
子
保
健
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従

来
か
ら
行
っ
て
お
り
ま
す
、
妊
婦
健
康

診
査
の
助
成
、
乳
幼
児
健
診
、
ハ
イ
リ
ス

ク
児
の
早
期
発
見
と
早
期
対
応
に
努
め
、

家
庭
や
地
域
、
医
療
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、

学
校
な
ど
が
、
横
断
的
・
縦
断
的
連
携

を
行
い
、
切
れ
目
の
な
い
母
子
保
健
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
27
年
度
か
ら
の
新
事
業

と
い
た
し
ま
し
て
は
、「
産
後
ケ
ア
」
の

充
実
と
し
て
、
産
後
に
希
望
す
る
親
子

が
、
県
、
町
か
ら
の
負
担
金
と
自
己
負
担

に
よ
り
、
委
託
専
門
医
療
機
関
に
お
い

て
、
宿
泊
型
、
通
所
型
、
訪
問
型
に
よ
り
、

相
談
指
導
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
環
境

を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、

宿
泊
型
の
産
後
ケ
ア
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
近
隣
市
町

に
先
駆
け
て
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
感
染
に
よ
り
重
症

化
し
や
す
い
小
児
に
お
き
ま
し
て
、

任
意
予
防
接
種
と
し
て
、「
ロ
タ
ウ
イ
ル

る
よ
う
、
未
実
施
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
の

会
員
の
皆
様
に
、
協
力
の
呼
び
か
け
を
行

い
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
運

動
器
症
候
群
）
予
防
に
つ
い
て
の
普
及
啓

発
と
、
現
在
各
地
区
で
行
っ
て
い
る
貯

筋
運
動
や
健
康
運
動
教
室
に
、
ロ
コ
モ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
予
防

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
を
支
援

し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
介
護
予
防
活
動
を

推
進
し
、
ご
家
庭
や
地
域
に
お
い
て
、
ど

な
た
で
も
気
軽
に
介
護
予
防
が
で
き
る
よ

う
、
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

所
得
の
低
い
か
た
へ
の
負
担
軽
減
や
、

子
育
て
世
帯
へ
の
消
費
の
下
支
え
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
、「
臨
時
福
祉
給
付

金
」、
及
び
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

ス
胃
腸
炎
」
の
予
防
接
種
費
用
の
一
部

を
、
補
助
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

相
野
谷
診
療
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、

事
業
所
検
診
や
生
活
習
慣
病
予
防
検
診
、

が
ん
検
診
な
ど
の
各
種
検
診
業
務
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
行
政
・
関
係
機
関
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
、
事
業
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
医
療
に
つ
き
ま
し
て
は
、

包
括
的
に
行
政
や
関
係
機
関
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

て
、
地
域
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
つ
つ
、
訪

問
診
療
や
訪
問
看
護
な
ど
、
地
域
医
療

の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

農
業
振
興
関
連
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
度
か
ら
、
議
論
が
続
い
て
お
り

ま
す
農
協
改
革
並
び
に
農
業
委

員
会
改
革
に
つ
い
て
は
、
国

に
お
い
て
議
論
の
大
詰
め
を

迎
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

農
協
改
革
に
つ
き
ま
し
て

は
、
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会

の
農
協
法
に
基
づ
か
な
い
一
般
社
団
法

❖
母
子
保
健
事
業

❖
相
野
谷
診
療
所

❖
給
付
金
事
業

介護予防事業（健康運動教室）

次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
→
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事
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
元
県
産
材
（「
三
重
の
木
」

認
証
材
）
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
林
業
振
興
、
並
び
に
町
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
相
野

谷
小
学
校
屋
外
ト
イ
レ
の
整
備
、
通
学
路

及
び
学
校
敷
地
内
の
危
険
木
の
除
去
、
健

康
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
、
鮒
田
富
士
へ

の
遊
歩
道
整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
、
及

び
紀
宝
町
の
自
然
の
魅
力
を
再
発
見
す
る

場
と
し
て
、
里
山
写
真
家
や
竹
工
芸
作
家

に
よ
る
講
演
会
、
昆
虫
採
集
や
竹
細
工
体

験
な
ど
の
、
ソ
フ
ト
事
業
の
開
催
等
に
活

用
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

水
産
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
町
で

は
こ
れ
ま
で
、
漁
業
者
の
所
得
の
向
上
・

経
営
の
安
定
を
目
的
と
し
て
、
藻
場
の
造

成
、つ
き
い
そ
な
ど
、漁
場
の
整
備
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
23
年
９
月
に
発

生
し
た
紀
伊
半
島
大
水
害
に
よ
り
、
漁
場

が
荒
れ
、漁
獲
量
も
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、
平

成
26
年
１
月
に
、
紀
南
漁
業
協
同
組
合
と

紀
宝
町
に
お
い
て
三
重
県
紀
宝
町
産
地
協

議
会
を
発
足
さ
せ
、
地
先
資
源
増
大
の
た

め
の
調
査
・
分
析
・
評
価
を
行
う
ソ
フ
ト

事
業
、
漁
場
の
環
境
整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
取
り
組
み
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
土
曜
日
の
授
業
を
、
平
成
26

年
度
か
ら
１
学
期
の
試
行
を
経
て
、
２

学
期
か
ら
本
格
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
土
曜
授
業
」
に
お
き
ま
し
て
は
、

保
護
者
、
地
域
の
か
た
が
参
加
し
や
す

い
と
い
う
利
点
か
ら
、
通
常
授
業
の
ほ

か
に
、
生
徒
・
保
護
者
が
一
緒
に
受
講

す
る
情
報
モ
ラ
ル
研
修
会
の
開
催
、
ま

た
、
地
域
自
主
防
災
組
織
と
と
も
に
合

同
防
災
訓
練
を
行
う
な
ど
、
土
曜
授
業

を
活
か
し
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

学
力
向
上
の
面
に
お
き
ま
し
て
も
、

各
月
１
時
間
か
ら
３
時
間
、
授
業
時
数

が
増
加
す
る
と
い
っ
た
効
果
も
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

学
力
向
上
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し

て
は
、
小
・
中
学
校
、
県
教
育
委
員
会
、

町
教
育
委
員
会
で
組
織
す
る
「
紀
宝
町

学
力
向
上
推
進
協
議
会
」
を
、
平
成
26

年
10
月
に
発
足
さ
せ
、
授
業
改
善
や
学

力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
の
還
流
、

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
過
去
問
題

へ
の
取
り
組
み
等
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
学
期
末
に
は
、
小
・
中
学
校

全
学
年
を
対
象
と
し
た
、
県
下
同
一
問

題
に
よ
る
「
み
え
ス
タ
デ
ィ
・
チ
ェ
ッ

ク
」
を
、
町
内
す
べ
て
の
学
校
で
取

り
組
み
、
結
果
を
分
析
し
て
強
み
弱

み
を
把
握
す
る
な
か
で
、
授
業
改
善
等

の
対
策
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
さ
ら

事
業
を
行
う
た
め
の
水
産
業
強
化
計
画
を

策
定
し
、
課
題
克
服
へ
向
け
平
成
26
年
度

に
は
、
井
田
茶
屋
地
地
区
沿
岸
に
て
、
つ

き
い
そ
造
成
を
行
う
ハ
ー
ド
事
業
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
、平
成
28
年
度
に
お
い
て
、

引
き
続
き
ソ
フ
ト
事
業
の
実
施
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
個
々
の
地
域
の
現
状
に
合
わ
せ

て
、「
将
来
自
分
た
ち
の
あ
る
べ
き
姿
」、

「
取
り
組
む
べ
き
課
題
」
を
地
域
の
皆
様

ご
自
身
で
考
え
て
い
た
だ
き
作
成
す
る
、

「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」
の
作
成
に
も

取
り
か
か
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

本
地
域
に
お
け
る
高
規
格
幹
線
道
路

は
、
平
成
24
年
度
に
「
熊
野
尾
鷲
道
路
Ⅱ

期
」、
平
成
25
年
度
に
「
一
般
国
道
42
号

新
宮
紀
宝
道
路
」、
本
年
度
に
「
一
般
国

道
42
号
熊
野
道
路
」
と
、
着
々
と
事
業
化

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

残
る
未
事
業
化
区
間
は
、
熊
野
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
か
ら
紀
宝
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
ま
で
約
20
㎞
の

区
間
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
25
年
４
月
の

計
画
段
階
評
価
を
経
て
、
現
地
調
査
等
が

進
め
ら
れ
、
今
後
の
事
業
化
へ
向
け
、
実

施
環
境
整
備
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線
（
熊
野
市
～
新

に
学
力
の
向
上
を

図
り
、
放
課
後
の

子
ど
も
た
ち
の
安

全
・
安
心
の
居
場

所
づ
く
り
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
と

い
た
し
ま
し
て
、

「
放
課
後
学
習
サ

ポ
ー
ト
ス
ク
ー

ル
」
を
実
施
し
て

ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
町
内
の
小
学
生
を
対
象
に
希

望
者
を
募
り
、
週
２
回
程
度
、
町
内
す

べ
て
の
５
つ
の
小
学
校
に
お
い
て
、
放
課

後
に
学
校
等
の
施
設
を
利
用
し
て
、
宿
題

や
授
業
の
復
習
等
の
自
主
学
習
に
取
り

組
む
場
を
設
定
し
、
紀
宝
町
教
育
委
員
会

が
派
遣
す
る
指
導
員
が
、
児
童
一
人
ひ
と

り
、
個
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
も
の
で

す
。
こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
学
習
習
慣

の
定
着
、
学
習
に
対
す
る
意
欲
の
喚
起
を

図
り
、
学
力
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
休
み
等
の
長
期
休
業
中
に
お

き
ま
し
て
も
、
従
来
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

を
強
化
す
る
か
た
ち
で
、
町
の
施
設
を
利

用
し
て
宿
題
や
自
主
学
習
を
進
め
る
学
習

の
場
を
設
定
し
、
指
導
員
が
個
別
の
支
援

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、学
力
の
向
上
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

防
災
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
25

年
度
か
ら
、
三
重
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科　

川か
わ
ぐ
ち口

淳じ
ゅ
ん

准
教
授
を
、
紀
宝
町
学
校

❖
水
産
振
興

❖
高
規
格
幹
線
道
路

❖
建
設
工
事

平成27年度

所信表明

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
委
嘱
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
平
成
26
年
度
は
、
教
職
員
を
対
象

に
全
体
研
修
会
や
、
児
童
・
生
徒
と
と
も

に
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
防
災
マ
ッ
プ

づ
く
り
を
行
う
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
の
防
災
意
識
の

向
上
を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
学
校
と

地
域
が
連
携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

政
府
は
、
現
在
の
我
が
国
の
経
済
情
勢

を
、
大
胆
な
金
融
政
策
、
機
動
的
な
財
政

対
策
、
民
間
投
資
を
喚
起
す
る
成
長
戦
略

の
「
三
本
の
矢
」
の
一
体
的
推
進
に
よ
り
、

緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て
い
る
も
の

の
、
個
人
消
費
等
に
弱
さ
が
見
ら
れ
、
平

成
26
年
度
前
半
に
は
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率

が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
が
、
平
成
27
年
度

経
済
は
、
堅
調
な
民
需
に
支
え
ら
れ
た
景

気
回
復
が
見
込
ま
れ
る
と
分
析
し
、
平
成

27
年
度
の
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

国
の
平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
に

お
き
ま
し
て
は
、
前
年
度
当
初
比
０
・

５
％
増
の
96
兆
３
４
２
０
億
円
と
、
過
去

最
大
を
更
新
い
た
し
ま
し
た
。
企
業
の

業
績
回
復
を
見
込
み
、
税
収
は
24
年
ぶ

り
の
高
水
準
と
な
り
、
新
規
国
債
の
発

行
額
は
、
当
初
予
算
で
は
６
年
ぶ
り
に

30
兆
円
台
に
抑
え
ま
し
た
。
歳
出
で
は
、

安
倍
政
権
が
力
を
入
れ
る
「
地
方
創
生
」

に
向
け
た
政
策
に
重
点
配
分
が
な
さ
れ
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
３
年
目
は
、
平
成
26
年

度
補
正
予
算
経
済
対
策
も
併
せ
て
、「
経

済
再
生
と
財
政
健
全
化
の
両
立
」
を
目

指
す
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
国
の
動
向
に

注
意
を
払
い
、
情
報
の
収
集
を
行
い
な
が

ら
、
予
算
の
編
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
当
初
予
算
に
つ
き
ま
し
て

は
、重
要
度
や
緊
急
度
が
特
に
高
い
も
の
、

地
域
か
ら
の
ご
要
望
に
応
え
る
必
要
が
あ

る
も
の
な
ど
を
選
択
す
る
な
ど
、
可
能
な

限
り
支
出
の
削
減
に
努
め
、
町
債
に
つ
き

ま
し
て
は
、
地
方
交
付
税
措
置
の
厚
い
地

方
債
を
優
先
的
に
充
当
し
て
、
将
来
へ
の

負
担
軽
減
を
図
る
な
ど
、
今
後
の
町
財
政

へ
の
影
響
を
見
据
え
た
編
成
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

※
予
算
に
つ
い
て
は
、
次
回
発
行
の
広
報

き
ほ
う
５
月
号
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

❖
予
算

宮
市
間
）
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
で
は
、

第
１
回
目
の
要
望
活
動
を
平
成
26
年
７
月

に
、
第
２
回
目
の
要
望
活
動
を
10
月
に
、

三
重
・
和
歌
山
両
県
及
び
国
土
交
通
省
、

財
務
省
、
地
元
選
出
国
会
議
員
に
対
し
、

「
近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線（
新
宮
・
熊
野
間
）

の
未
事
業
化
区
間
を
早
期
に
新
規
事
業
化

す
る
こ
と
」、「
一
般
国
道
42
号
新
宮
紀
宝

道
路
、
一
般
国
道
42
号
熊
野
道
路
を
早
期

に
工
事
着
手
す
る
こ
と
」、「
平
成
27
年
度

の
道
路
関
係
予
算
を
増
額
す
る
こ
と
」
な

ど
を
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

未
事
業
化
区
間
が
早
期
に
新
規
事
業
化

さ
れ
る
よ
う
、
各
関
係
機
関
へ
地
域
の
想

い
を
届
け
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

建
設
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
道
整
備

交
付
金
事
業
」
を
活
用
し
、
町
道
相
野
口

永
田
線
改
良
工
事
を
始
め
と
す
る
、
24
路

線
の
改
良
工
事
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
」
に
つ
き
ま
し
て
も
、
井
田
地
区
の
上

野
跨こ

ど
う道
橋
耐
震
補
強
工
事
を
始
め
と
す
る

３
橋
の
耐
震
補
強
工
事
、
橋

き
ょ
う
り
ょ
う梁
点
検
、
鵜

殿
小
学
校
前
踏
切
の
拡
幅
に
伴
う
測
量
設

計
、
及
び
鵜
殿
地
区
の
新
橋
梁
建
設
に
伴

う
測
量
設
計
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

長
年
、
鉄
道
事
業
者
に
対
し
要
望
し
て

ま
い
り
ま
し
た
鵜
殿
小
学
校
前
踏
切
の
拡

幅
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
土
交
通
省
の
お

紀宝町の施政方針 所信表明

❖
教
育
関
係

力
添
え
を
い
た
だ
く
な
か
、
東
海
旅
客
鉄

道
株
式
会
社
様
の
多
大
な
る
ご
理
解
を
い

た
だ
き
、
平
成
27
年
度
か
ら
の
３
か
年
計

画
に
よ
り
、踏
切
改
良
の
実
施
に
つ
い
て
、

ご
了
解
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
改
め
て
、
国
及
び
東
海
旅
客
鉄
道

株
式
会
社
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
、
安
心
・
安
全
な
住
み
良
い
ま

ち
づ
く
り
を
基
本
目
標
に
、
道
路
施
設
の

予
防
修
繕
と
、
計
画
的
な
道
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

教
育
関
係
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
国
に

お
き
ま
し
て
は
、
教
育
委
員
会
制
度
の

改
革
と
し
て
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織

及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
が
、
平
成
26
年
６
月
20

日
に
公
布
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
と
い
う
、
大
き
な
制
度
改
正
の

時
期
に
あ
り
ま
す
。

　

本
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
法
の
施
行

に
合
わ
せ
て
４
月
１
日
か
ら
、
こ
の
新
制

度
を
い
ち
早
く
導
入
し
、
組
織
強
化
を
図

る
た
め
の
、
教
育
委
員
長
と
教
育
長
を
一

本
化
し
た
「
新
教
育
長
」
の
任
命
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
総
合
教
育
会
議

を
設
置
し
、
教
育
の
政
治
的
中
立
性
、
継

続
性
・
安
定
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
地
方

教
育
行
政
に
お
け
る
責
任
の
明
確
化
、
迅

速
な
危
機
管
理
体
制
の
構
築
、
教
育
委
員

会
と
の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

土曜事業を活かした合同避難訓練

町学校防災アドバイザーの川口准教授
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で
組
織
さ
れ
て
い
る
「
紀
宝
町
水

道
事
業
基
本
計
画
に
係
る
検
討
会
」

で
協
議
し
た
結
果
、
町
議
会
平
成

26
年
12
月
定
例
会
で
承
認
さ
れ
、

水
道
料
金
の
改
定
（
値
上
げ
）
を

お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
５
月
検
針
分
か
ら
水

道
料
金
を
平
均
約
20
％
改
定
（
値

上
げ
）
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

の
耐
震
診
断
を
含
め
水
道
管
の
更

新
が
今
後
10
年
間
で
一
斉
に
更
新

時
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
67
年
度
ま
で
の

40
年
間
に
お
け
る
建
物
お
よ
び
設

備
で
約
40
億
、
水
道
管
で
約
26
億

の
更
新
費
用
が
必
要
と
試
算
し
て

い
ま
す
。

　

水
道
管
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か

ら
迎
え
る
大
量
更
新
時
期
を
見
据

え
た
「
災
害
に
強
い
水
道
づ
く

り
」
に
向
け
て
、
最
新
技
術
を
導

入
し
耐
震
性
に
優
れ
た
水
道
管

（
耐
震
管
）
を
採
用
し
、「
耐
震
化
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
安
全
で
安
心
な
水
道

水
を
常
に
安
定
し
て
お
届
け
で

き
る
よ
う
努
め
、
さ
ら
な
る
経

営
の
効
率
化
や
経
費
の
削
減
等
、

な
お
一
層
の
経
営
努
力
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
環
境
衛
生
課

（
☎
33
―
０
３
３
８
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

水
道
料
金
を
値
上
げ
し
ま
す
!!

将
来
を
見
据
え
た
「
災
害
に
強
い
水
道
づ
く
り
」
に
向
け
て

In
fo
rm
a
tio
n

　
役
場
環
境
衛
生
課

　

水
道
事
業
で
は
、
平
成
11
年
度

に
料
金
を
値
上
げ
し
て
以
来
、
今

日
ま
で
現
行
料
金
を
維
持
す
る
中

で
健
全
経
営
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
将
来
発
生
が
危き

ぐ惧

さ
れ
て
い
る
「
南
海
ト
ラ
フ
大
地

震
」
に
備
え
、
御
船
浄
水
場
に
あ

る
浄
水
施
設
の
耐
震
化
や
、
老
朽

化
し
た
配
水
管
を
耐
震
管
に
更
新

す
る
な
ど
、
計
画
的
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
課
の

統
合
や
人
件
費
の
削
減
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
効
率
化
を
図
っ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
う
し
た
内
部
努
力
に
も

限
界
が
あ
り
、
今
後
も
経
営
状
況

の
悪
化
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
、
長
期
的
な
水
道
事

業
全
般
の
健
全
経
営
に
向
け
て
、

事
務
事
業
の
見
直
し
や
、
水
道
施

設
の
今
後
の
あ
り
方
な
ど
の
検
討

を
行
い
つ
つ
、
こ
れ
ら
を
町
議
会

平
成
27
年
５
月
検
針
分
か
ら

平
均
20
％
値
上
げ

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
命
綱
）
の
ひ

と
つ
で
あ
る
水
道
を
、
常
に
安
定

し
て
お
届
け
す
る
た
め
に
、
削
減

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
費
用
が
あ

り
ま
す
。
御
船
浄
水
場
に
お
け
る

浄
水
施
設
の
耐
震
診
断
や
水
道
管

の
工
事
費
な
ど
で
す
。

　

町
の
水
道
施
設
は
、
昭
和
40
～

50
年
代
の
高
度
経
済
成
長
期
に
建

設
さ
れ
た
御
船
浄
水
場
や
水
道
管

が
布
設
さ
れ
て
お
り
、
水
道
施
設

老
朽
化
し
た
浄
水
場
や

水
道
管
の
更
新
の
必
要
性

◆はじめに
　水道料金は、次のようなしくみになっています。

  水道料金＝
基本料金＋従量料金＋メーター使用料＋消費税

【基本料金】
　水を供給するために必要な原価。用途別ごとに
　料金を設定しています。（表１）

【従量料金】
　使用した水の料金。水量区分によって１㎥あた
　りの単価を設定しています。（表２）

【メーター使用料】
　口径別に料金を設定しています。（表３）

◆計算してみよう
例）口径 13mm で、1 か月 18㎥の水をお使いの
　　場合【家事用】

　（改定後）
　　①基本料金（10㎥まで） 　　 　1,240 円
　　②従量料金（8㎥× 160 円）  　 1,280 円
　　③メーター使用料　　　　　     　 50 円
　　④消費税（①＋②＋③の 8％）      205 円
　　　　　　　　　　　　　　 　 　2,770 円
            　    　　　　        （10 円未満端数切り捨て）

【変更点】
　この場合、基本料金が 190 円増、従量料金が
１㎥につき 30 円増（30 円×８㎥）、それに消費
税が加わり、合計 460 円の値上げとなります。

水 道 料 金 の 計 算 方 法新しい水道料金表（税抜き）

【表１】基本料金
口径 基本水量 現行料金 新料金 増加額

 ◉ 家事用
13 ～ 25mm 10㎥まで 1,050 円 1,240 円 190 円

 ◉ 官公署・学校・病院等
13 ～ 50mm 20㎥まで 2,450 円 2,900 円 450 円

 ◉ 会社・工場・営業用
13 ～ 50mm 20㎥まで 2,850 円 3,370 円 520 円

【表３】メーター使用料
口径 増加額

13 mm 50 円

20 mm 90 円

25 mm 100 円

40 mm 250 円

50 mm 700 円

【表２】従量料金（１㎥につき）

口径 使用水量 現行料金 新料金 増加額
 ◉ 家事用

13 ～ 25mm
11 ～ 30㎥ 130 円 160 円 30 円

31㎥以上 170 円 210 円 40 円

 ◉ 官公署・学校・病院等

13 ～ 50mm
21 ～ 40㎥ 140 円 180 円 40 円

41㎥以上 180 円 230 円 50 円

 ◉ 会社・工場・営業用

13 ～ 50mm
21 ～ 40㎥ 180 円 220 円 40 円

41㎥以上 190 円 240 円 50 円

水道

教
え
て
！　
　
　

の
こ
と

Ｑ
：
水
道
料
金
が
市
町
ご
と
で
違
う
の
は

　

    

な
ぜ
で
す
か
？

Ａ
：
各
市
町
の
水
道
事
業
は
、
水
源
や
浄
水
処
理
方
法
、

地
形
的
な
条
件
、
人
口
の
密
度
や
分
布
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
違
い
に
よ
り
、
水
を
作
り
、
み
な
さ
ん
の
と

こ
ろ
ま
で
お
届
け
す
る
た
め
の
費
用
が
異
な
る
た

め
、
水
道
料
金
に
違
い
が
出
て
く
る
の
で
す
。

Ｑ
：
料
金
改
定
は
何
年
ご
と
に
す
る
の
？

Ａ
：
公
益
社
団
法
人
日
本
水
道
協
会
が
作
成
し
て
い
る

「
水
道
料
金
算
定
要
領
」
に
お
い
て
は
、
将
来
に

お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
費
用
を
算
定
し
、
概お

お
む

ね
３
年

か
ら
５
年
を
基
準
と
し
て
料
金
改
定
す
る
か
し
な

い
か
を
含
め
て
検
討
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
さ
れ

Ｑ
：
巨
大
地
震
が
す
ご
く
心
配
で
す
が

　
　

町
内
の
水
道
施
設
は
大
丈
夫
な
の
？

Ａ
：
阪
神
淡
路
大
震
災
の
発
生
以
降
、
水
道
施
設
の
耐
震

化
が
全
国
的
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
が
、
東
日
本
大

震
災
の
際
、
耐
震
性
能
の
あ
る
水
道
管
は
、
被
害
が

ほ
ぼ
無
か
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
道
管
の

耐
震
化
が
進
め
ば
、
震
災
被
害
や
復
旧
ま
で
の
時
間

が
最
小
限
で
済
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
　
　

今
後
、
町
内
に
布
設
し
て
い
る
水
道
管
を
計
画
的

に
耐
震
性
能
の
あ
る
も
の
に
替
え
て
い
く
こ
と
で
、

巨
大
地
震
な
ど
の
災
害
に
備
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

Ｑ
：
水
道
料
金
を
値
上
げ
せ
ず

　

  

水
道
会
計
に
対
し
て
一
般
会
計
か
ら

　

  

不
足
額
を
補
て
ん
し
た
ら
？

Ａ
：
水
道
事
業
は
、
地
方
公
営
企
業
法
と
い
う
法
律
に
よ

り
基
本
的
に
水
道
料
金
で
賄
う
「
独
立
採
算
」
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
が
認
め
た

一
部
の
経
費
以
外
、補
て
ん
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、

水
道
事
業
の
運
営
に
必
要
な
経
費
は
水
道
料
金
で
賄

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

て
い
ま
す
。

　
　
　
紀
宝
町
で
は
、
平
成
11
年
度
に
料
金
を
値
上
げ
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、
15
年
間
料
金
を
据
え
置
い

て
運
営
し
て
き
ま
し
た
。
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投票は、地方を変える絶好機です

三重県知事選挙・三重県議会議員選挙の
投票日は４月 12 日（日）です !!

Information　町選挙管理委員会

◆投票できる方
　平成７年４月 13 日以前に生まれた方で、知事
選挙は平成 26 年 12 月 25 日以前から、また県議
会議員選挙は平成 27 年１月２日以前から、引き
続き３か月以上、紀宝町に住民登録されている方。

（※平成 26 年 12 月 26 日から平成 27 年１月２
日までの間に紀宝町に転入された方は、４月２日
以降であれば紀宝町で知事選挙および県議会議員
選挙の投票が可能です。）

◆投票日および投票時間
　４月１２日（日）

投票日当日は、各投票所とも午前 7 時から投
票できます。投票所により閉鎖する時刻が異なり
ますので、下記の表でご確認ください。

◆期日前投票
投票日当日に仕事や旅行などで投票できない方

は、「期日前投票」ができます。（知事選挙と県議
会議員選挙とで投票期間が異なりますので、ご注
意ください。）
 【期間】　
　知事選挙　　　　３月 27 日（金）～４月 11 日（土）
　県議会議員選挙　４月４日（土）～４月 11 日（土）
 【時間】　午前８時 30 分から午後８時まで
　　　　 ( 知事選挙、県議会議員選挙ともに）
 【場所】　紀宝町役場本庁舎１階　町民ホール

投票区 投票所の名称 投票時間
第１ 桐原生活改善センター 午前７時～午後６時
第２ 高齢者生産活動センター 午前７時～午後７時
第３ 大里多目的集会施設 午前７時～午後７時
第４ 高岡防災センター 午前７時～午後７時
第５ 鮒田構造改善センター 午前７時～午後７時
第６ 北檜杖多目的集会施設 午前７時～午後６時
第７ 浅里生活改善センター 午前７時～午後６時
第８ 中村多目的集会施設 午前７時～午後７時
第９ 成川生活改善センター 午前７時～午後７時
第 10 神内構造改善センター 午前７時～午後７時
第 11 上野農事集会所 午前７時～午後７時
第 12 井田公民館 午前７時～午後７時

第 13 紀宝町役場本庁舎１階
町民ホール 午前７時～午後７時

◆不在者投票
入院または施設に入所されている方、身体に重

度の障がいのある方、仕事や学校などで町外に住
んでいる方は、事前の手続きにより、次のとおり

「不在者投票」ができます。
◉病院や施設での不在者投票：指定された病院

や施設に入院（入所）中の方は、その施設内
で投票することができます。院長または施設
長にお申し出ください。

◉郵便による不在者投票：身体に重度の障がいの
ある方で、要件を満たして事前に「郵便投票証
明書」の交付を受けた方は、自宅で投票をする
ことができます。

◉滞在地での不在者投票：紀宝町に住所があり
選挙人名簿に登録されている方のうち、町外
に滞在している方は、事前に請求をすれば、
滞在先の市区町村の選挙管理委員会で投票で
きます。

◆投票所入場券の発送
　投票所入場券は、住民登録がある住所へ発送し
ます。住民登録と現住所が異なっている方は、入
場券が届かない場合があります。また、投票所入
場券がなくても、選挙人名簿に登録され当日選挙
権があれば投票できます。

◆開票
　４月 12 日（日）午後８時 10 分から、紀宝町
生涯学習センターまなびの郷で行います。

▶詳しくは、紀宝町選挙管理委員会（役場総務課
内☎３３―０３３３）まで、お問い合わせください。

任意・定期予防接種費の助成

ワクチンの予防接種費を助成します！

Information　保健センター

　町では、ワクチンの任意予防接種と、定期予防接種の費用の一部助成を、
今年度も下記のとおり実施します。
▶詳しくは、保健センター（☎３２－３７００）までお問い合わせください。

平成 27 年度の定期接種の対象者

【接種費用】　2,500 円
【持ち物】　健康保険証、健康手帳

【対象者】　下記の方を対象に 1 回接種
①平成 27 年度から平成 30 年度までは該当する

年 度 に 65 歳、70 歳、75 歳、80 歳、85 歳、
90 歳、95 歳、100 歳となる方

②60歳から65歳未満の方で、心臓、腎臓、呼吸器、
の機能に自己の身辺の日常生活が極度に制限さ
れる程度の障がいやヒト免疫不全ウィルスによ
る免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程
度の障がいがある方。

※制度の対象となるのは、1 人 1 回限り。過去に
接種を受けたことがある方は対象外となります。

◆ 定期予防接種　（高齢者肺炎球菌ワクチン）　

対象者 生年月日
65 歳 昭和 25 年４月２日～昭和 26 年４月１日
70 歳 昭和 20 年４月２日～昭和 21 年４月１日
75 歳 昭和 15 年４月２日～昭和 16 年４月１日
80 歳 昭和 10 年４月２日～昭和 11 年４月１日
85 歳 昭和　5 年４月２日～昭和　6 年４月１日
90 歳 大正 14 年４月２日～大正 15 年４月１日
95 歳 大正　9 年４月２日～大正 10 年４月１日
100 歳 大正　4 年４月２日～大正　5 年４月１日

球菌、風しんのワクチンに加え、ロタウイルスワ
クチンの費用も助成されることになりました。対
象者や助成金額は下記の表のとおりです。
　申請期限は平成 28 年３月 31 日（木）までです。

　ワクチンの任意予防接種は、紀宝町に住民登録
があり、平成 27 年４月１日から平成 28 年３月
31 日までに接種した方が助成対象となります。
今年度からは、従来のおたふくかぜ、成人用肺炎

◆ 任意予防接種　（ロタウイルス・おたふくかぜワクチンなど）　

接種種類 対象者（接種時の年齢など） 助成金額 申請時必要書類

ロタウイルス
２回接種・・生後６週～ 24 週まで ※ 1 回 7,000 円を上限とし２回助成 母子健康手帳

領収書３回接種・・生後６週～ 32 週まで ※ 1 回 4,700 円を上限とし３回助成

おたふくかぜ １歳～４歳未満 支払額の１/ ２の額（上限 3,000 円）
1 人 1 回限り

母子健康手帳
領収書

肺炎球菌 65 歳以上で、定期接種の対象とならな
い者（これまでに助成を受けた事がない者）

支払額の１/ ２の額（上限 4,000 円）
1 人 1 回限り

健康手帳または接種済証
領収書

風しん
（三日はしか）

①妊娠を希望する女性
②妊婦の夫および、妊婦と同居する家族
※風しん感染しない高い抗体価を有
する者は、対象外です。

一律 5,000 円

①の方は接種済証
②の方は妊婦の母子

健康手帳
領収書

　水痘ワクチン予防接種は、平成 26 年 10 月１日から、今までの任意接種から定期接種に移
行され、対象者は公費（無料）で接種することできるようになりました。それに伴い、水痘予
防ワクチン接種費補助事業は、平成 27 年 3 月 31 日をもって廃止いたします。

水痘（みずぼうそう）予防ワクチンの接種費補助は廃止します
廃止のお知らせ
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　町では、ごみ収集日程を掲載した「ごみ収集カ
レンダー」を今年度も発行しました。
　今月号の広報きほうといっしょに各世帯に配布
しますので、ご活用ください。

◆ごみは、分別して決められた日に！
　ごみは、きちんと分別をして、決められた日の

朝８時 30 分までに出してください。
◆ごみは、ごみボックスの中に！
　ごみは必ず、ごみボックスの中に入れてくださ

い。外に置かれてしまうと、ネコやカラスに荒
らされてしまいます。

◆ごみボックスが満杯時、翌日以降に！
　ごみボックスがいっぱいの時は、翌日以降の決

められた日に出してください。

　なお、「保存版・資源とごみの正しい分け方」を、
ごみ収集カレンダーに折り込んでいます。今後、
分別方法に変更がない限り、新しく配布すること
はありませんので、大切に保管してください。
※万が一、紛失した場合は、役場環境衛生課まで
お問い合わせください。

▶詳しくは、役場環境衛生課（☎３３―０３３８）
までお問い合わせください。

「資源」と「ごみ」　正しく分別して出しましょう

ごみ収集カレンダーをご活用ください

◆土曜授業の『ねらい』とは
・保護者や地域の方々の学習活動への参加が容易

になり、開かれた学校づくりをさらに進めてい
くことができる。

・これまで平日に行っていた授業を土曜日に実施
することにより、平日の放課後にゆとりができ、
子どもたちが先生と関わる時間が増えるなど、
より豊かな教育環境が提供できる。

・授業時数が増加することで、よりきめ細やかな
指導を行い、学力の向上を図ることができる。

▶詳しくは、町教育委員会（☎３３―０３４１）
までお問い合わせください。

開かれた学校づくりを進めるため

町内の全小・中学校で、土曜授業を今年度も実施！

Information　町教育委員会

　紀宝町教育委員会では、小中学校の土曜授業に
関して、国や県の方針に沿って検討を進め、平成
26 年度には、１学期に試行、２学期から本格実
施してきました。
　実施内容としては、保護者や地域の方も参加し
た学習活動や、消防団による出前講座や防災訓練
など、多様な学習活動をとおして開かれた学校教
育を展開しました。また、授業時数を増加させる
ことで、よりきめ細やかな指導を行い、学力の向
上につながる取り組みとなりました。
　そこで、町教育委員会では、平成 27 年度も、
８月を除く毎月第３土曜日に、次の内容で土曜授
業を実施していきます。

愛犬のためにあなたのできること

狂犬病予防注射と畜犬登録のお知らせ

Information　役場環境衛生課

　犬を飼っている方は、その犬の登録と毎年１回
の狂犬病予防注射を行うことが義務づけられてい
ます（狂犬病予防法）。
　平成 27 年度の狂犬病予防注射、および畜犬登
録を右記のとおり実施しますので、この機会をご
利用ください。また、犬の死亡、飼い主の住所・
氏名が変わったなど登録事項が変更になったとき
は、届け出をお願いします。

◆対象　生後 91 日以上の飼い犬
◆料金（１頭あたり）
　【登録済の犬】　３, ２００円
　（注射料 2,650 円 + 注射済票 550 円）
　【未登録の犬】　６, ２００円
　（注射料等 3,200 円 + 登録料 3,000 円）
　※なるべくおつりのいらないよう、ご用意くだ
　　さい。

▶詳しくは、役場環境衛生課（☎３３―０３３８）
までお問い合わせください。

日程 時　　間 場　　所

４
月
９
日
㈭

　８: ５０ ～　９: ０５ 桐原生活改善センター

　９: １５ ～　９: ２５ 阪松原生活改善センター

　９: ３５ ～　９: ４５ 平尾井生産活動センター

　９: ５５ ～１０: １０ 大里多目的集会施設

１０: ２０ ～１０: ３０ 旧ＪＡ高岡出張所前県道

１０: ４５ ～１１: ００ 鮒田構造改善センター

１１: １０ ～１１: １５ 北桧杖多目的集会施設

１１: ３０ ～１１: ３５ 旧ＪＡ浅里出張所前

１３: １０ ～１３: ３５ 役場分庁舎駐車場（成川）

１３: ４５ ～１４: ２０ 飯盛多目的集会施設

１４: ３０ ～１５: ００ 神内構造改善センター前

４
月
10
日
㈮

　９: １０ ～　９: ３０ 下り場駐車場

　９: ４０ ～１０: ２０ 井田公民館

１０: ３０ ～１１: ０５ 上野つどい館

１１: １５ ～１１: ３５ 鵜殿長谷集会所

１３: １５ ～１３: ５０ 鵜殿駅自転車置場前

１４: ００ ～１４: ２５ 役場本庁舎裏

◆狂犬病予防注射実施日時

飼い主のみなさんへ　マナーを守ろう

ペットの『ふん』は必ず持ち帰りましょう
　最近、犬の『ふん』が放置されているという苦情が多数寄せられています。
　もし、家の周りや道路、田畑などに『ふん』が散乱していたらどんなに迷惑
でしょう。一部の方のマナー違反が、たくさんの方を不快にさせています。
　散歩中などに『ふん』をした場合は、きちんと持ち帰って処理してください。
絶対にそのまま放置しないでください。散歩をさせる時は、下記のような『ふ
ん』を処理するための道具を持って出かけましょう。清潔で住みよい環境を守
るために、ご理解とご協力をお願いします。

◆『ふん』を処理するための道具（一例）

回収した『ふん』
を入れて持ち帰
るため

ポリ袋
『ふん』をすくっ
て袋の中に入れ
るため

スコップ
『ふん』をくるん
だり、地面を拭
いたりするため

ティッシュ類

今年度の重点注意事項

平成 27 年度版ごみ収集カレンダー

ごみ収集カレンダー 分別方法表

Information　役場環境衛生課
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町
内
17
か
所
で

開
設
し
て
い
ま
す

　

住
民
票
の
発
行
業
務
な
ど
を
郵

便
局
に
委
託
す
る
と
と
も
に
、
さ

ら
な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
る
た
め
、
町
職
員
が
町
内
17
か

所
に
出
向
い
て
、
移
動
支
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
。（
表
①
移
動
支

所
開
設
日
程
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

お
住
ま
い
の
近
く
で
、
役
場
業

務
が
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

移
動
支
所
の
業
務
内
容

　

住
民
票
、
印
鑑
証
明
、
納
税
証

明
書
な
ど
の
申
請
受
付
事
務
（
交

付
は
後
ほ
ど
、
郵
送
か
職
員
が
直

接
お
届
け
し
ま
す
）
や
、
町
税
、

国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
事
務
、

役
場
へ
の
各
種
届
け
出
事
務
な
ど

を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
住
民
課

（
☎
33
―
０
３
３
７
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お住まいの近くで、役場業務が利用できます

移動支所をご利用ください

家
庭
で
で
き
る
温
暖
化
対
策

～
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
～

シ
リ
ー
ズ
　
ス
ト
ッ
プ
地
球
温
暖
化
　
そ
の
�◆

照
明
器
具
の
掃
除
で

　

明
る
さ
ア
ッ
プ
!!

　

照
明
の
か
さ
や
カ
バ
ー
が
汚

れ
て
い
る
と
、
明
る
さ
が
低
下
し

て
し
ま
い
ま
す
。
汚
れ
や
す
い
場

所
は
こ
ま
め
に
掃
除
を
し
て
、
明

る
さ
を
向
上
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
環
境
衛
生
課

（
☎
33
―
０
３
３
８
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ワ
ン
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ア
ド
バ
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ス

人
が
い
な
い
の
に
、
照
明
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つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
て
い

ま
せ
ん
か
。
昼
間
や
人
の
い
な
い

部
屋
な
ど
の
明
か
り
は
こ
ま
め
に

消
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

照
明
器
具
の
取
り
替
え
時
期
が

き
た
ら
、
省
エ
ネ
型
の
も
の
を
検

討
し
ま
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
、
電

球
型
蛍
光
ラ
ン
プ
は
、
同
じ
明
る

さ
の
白
熱
電
球
に
比
べ
て
寿
命
は

約
６
倍
と
長
く
、
消
費
電
力
は
４

分
の
１
以
下
で
す
。
そ
の
た
め
、

価
格
は
高
め
で
す
が
電
気
代
が
安

く
す
み
ま
す
。

表① ４月の移動支所開設日程 ピンク色は、移動図書館も開設

開設日 　会　　場　 開設時間

月
曜
日

６日
13日
20日
27日

桐原生活改善センター 　９：００～１０：１５

平尾井高齢者生産活動センター １０：３０～１１：４５

大里多目的集会施設 １３：３０～１４：４５

上野農事集会所 １５：００～１６：１５

火
曜
日

７日
14日
21日
28日

浅里生活改善センター 　９：００～１０：１５

北桧杖多目的集会施設 １０：３０～１１：４５

中村多目的集会施設 １３：３０～１４：４５

水
曜
日

１日
８日
15日
22日

阪松原生活改善センター 　９：００～１０：１５

永田青年クラブ １０：３０～１１：４５

井田公民館 １３：３０～１４：４５

地下集会所 １５：００～１６：１５

木
曜
日

２日
９日
16日
23日
30日

上地多目的集会施設 　９：００～１０：１５

下地生活改善センター １０：３０～１１：４５

茶屋地構造改善センター １３：３０～１４：４５

下り場集落センター １５：００～１６：１５

金
曜
日

３日
10日
17日
24日

高岡防災センター 　９：００～１０：１５

鮒田構造改善センター １０：３０～１１：４５

Eco

Branch

点灯時間を

　短くしよう

照明器具
今月のテーマ

お
よ
び
同
事
業
で
寄
付
採
納
扱
い

と
な
っ
て
い
る
浄
化
槽
に
つ
い
て

は
、
設
置
月
や
寄
付
採
納
月
に
よ

っ
て
検
査
月
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
鵜
殿
地
区
で
あ
っ
て
も
、
４

月
～
５
月
に
実
施
さ
れ
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
環
境
衛
生
課

（
☎
33
―
０
３
３
８
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

法
定
検
査
は

毎
年
１
回
受
け
ま
し
ょ
う

こんなとき、どうしたらいいの？

浄化槽Ｑ＆Ａ
Ａ：毎年１回の法定検査（11 条検査）は、浄化槽法でも

義務づけられています。町の水環境を守るためにも、
みなさん、ご協力ください。

Ｑ：法定検査は、受けないといけないの？

Ａ：検査当日、不在でも結構ですが、不在の場合は、「法
定検査のご案内」の下部に必要事項を記入し、保守
点検や清掃の記録票と一緒に玄関先など目につきや
すいところにおいてください。また、当日はマンホー
ルの上に車などを駐車しないようにお願いします。

Ｑ：検査を受けるときの注意点は？

▶

『出典：財団法人省エネルギーセンター／家庭の省エネ大事典』

年間削減効果

電気 19.71kWh
CO2 　6.9kg

年間節約金額

約  430 円

点灯時間を短くする
54 Ｗの白熱電球 1 灯の点灯時間を 1 日
1 時間短縮した場合

環
境
衛
生
課

林 

直
幸 

浄
化
槽
博
士

法定検査は必ず
年１回受けましょう !!

今月のテーマ

シリーズ ～きれいな川を　未来に残そう～ その�浄化槽

Purified

　

法
定
検
査
（
11
条
検
査
）
は
、

毎
年
１
回
行
う
、
い
わ
ば
浄
化
槽

の
健
康
診
断
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

法
定
検
査
は
、
保
守
点
検
と

は
目
的
や
作
業
内
容
が
異
な
り
、

浄
化
槽
管
理
者
（
個
人
設
置
型
の

場
合
は
個
人
、
市
町
村
設
置
型

に
よ
る
町
営
浄
化
槽
整
備
推
進

事
業
の
場
合
は
、
管
理
者
は
町

と
な
り
ま
す
）
が
保
守
点
検
業

者
と
委
託
契
約
を
し
て
い
て
も
、

指
定
検
査
機
関
に
よ
る
法
定
検

査
は
必
要
で
す
。

　

法
定
検
査
は
、
管
理
者
の
責

任
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
保

守
点
検
や
清
掃
が
き
ち
ん
と
実

施
さ
れ
て
い
る
か
、
浄
化
槽
の

機
能
が
正
常
に
発
揮
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
も
の
で
、

指
定
検
査
機
関
の
定
期
検
査
を

毎
年
１
回
受
け
る
こ
と
が
、
浄

化
槽
法
で
も
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

鵜
殿
地
区
の
法
定
検
査
は

４
月
～
５
月
に
実
施

　

法
定
検
査
は
、
三
重
県
知
事

の
指
定
を
受
け
た
検
査
機
関
で

あ
る
一
般
財
団
法
人
三
重
県
水

質
検
査
セ
ン
タ
ー
が
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ

　浄化槽を設置しても、きれいな処理水を保つためには、保守点検・
清掃（くみ取り）・法定検査といった維持管理が欠かせません。
　なかでも、毎年１回、定期的に受けていただいている法定検査（11
条検査）は、浄化槽がきちんと維持管理され、正常に機能しているか
を調べる大切な検査です。

検
査
な
ど
の
水
質
検
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

鵜
殿
地
区
の
法
定
検
査
は
、
４

月
～
５
月
に
実
施
す
る
予
定
で

す
。
法
定
検
査
の
実
施
時
期
が
近

づ
く
と
、
法
定
検
査
の
案
内
が
届

き
ま
す
の
で
、
案
内
文
書
が
届
い

た
ら
、
必
ず
検
査
を
受
検
し
ま
し

ょ
う
。

　

な
お
、
紀
宝
町
営
浄
化
槽
整
備

推
進
事
業
で
設
置
さ
れ
た
浄
化
槽

 2015 - 4 20Kiho  2015 - 421 Kiho



日本の児童文学界に多大な
影響を与えた石井桃子さん。
その遺された素晴らしい言
葉の数々が美しい写真とと
もによみがえる珠玉の１冊。

中川李枝子 / ほか著
新潮社

石井桃子のことば

「ガンバの冒険シリーズ」
で有名な著者が、3.11後に
伝えていきたい思いとは？
大人と子どもにぜひ読んで
ほしいブックリスト付き。

斎藤惇夫 / 著　教文館

わたしはなぜファンタ
ジーに向かうのか

そして、ねずみ女房は
星を見た
清水眞砂子 / 著　テン・ブックス

「人生は生きるに値する」そ
のことを伝えている、大人
が読みたい子どもの本を多
数紹介。あなたの読みたい
本がきっと見つかります！

松岡享子 / 著
岩波書店

子どもと本

暮らしの中に本があり、大
人が本を読んでやること。
子どもを本好きにするのに
これ以上の手だてはないと
いう著者による究極の１冊。

今月のおすすめ図書　テーマは“子どもと読書”
鵜殿図書館
岸 図書館長

図書館だよりＢｏｏｋｓ

Police 紀宝警察署 からのお知らせ Resources ごみは資源 のコーナー

◆
応
募
資
格　

　

紀
宝
町
内
に
在
住
の
方

◆
応
募
方
法　

　

ハ
ガ
キ
か
メ
ー
ル
（koho@

tow
n.kiho.lg.jp

）
で
、
ク
イ
ズ
の

答
え
５
問
分
（
○
の
中
に
入
る
数
字

や
文
字
）
と
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
町
や
「
広
報
き
ほ
う
」

に
つ
い
て
の
ひ
と
言
を
書
い
て
、
役

場
企
画
調
整
課
広
報
係
（
〒
５
１
９

―
５
７
０
１ 

紀
宝
町
鵜
殿
３
２
４
）

ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
正
解
者

の
中
か
ら
、
抽
選

で
５
名
の
方
に
、

上
写
真
の
「
町

の
特
産
品
」
を

お
贈
り
し
ま
す
。

◆
締
め
切
り　

　

４
月
13
日
㈪
必
着　
（
当
選
者
の

発
表
は
、
来
月
号
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
）

■
３
月
号
の
正
解

　

①
浅
里　

②
２　

③
買
え
買
え

　

④
麦　
　

⑤
21

■
３
月
号
当
選
者

（
応
募
総
数
29
通
・
正
解
者
29
人

賞
品
は
「
セ
ミ
ノ
ー
ル
」）

・
中な

か
お尾　

和か
ず
よ代
さ
ん
（
成
川
）

・
西に

し　

利り

せ

こ

世
子
さ
ん
（
神
内
）

・
奥お

く　

美み

つ

こ

津
子
さ
ん
（
井
田
）

・
芝し

ば
さ
き﨑　

文ふ
み
よ余
さ
ん
（
鵜
殿
）

・
玉た

ま
き置　

衆し
ゅ
う
ひ
こ彦

さ
ん
（
鵜
殿
）

▼
詳
し
く
は
、
役
場
企
画
調
整
課

広
報
係
（
☎
33
―
０
３
３
４
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

koho@town.kiho.lg.jp

Quiz
広報クイズ

【問題】
①特集：郷土の偉人　○○種基
②ワクチンの○○接種費を助成します
③○○収集カレンダーをご活用ください
④浄化槽：法定検査は必ず年○回受けましょう
⑤今月の「紀の宝みなと市」は４月○○日

役場環境衛生課（☎３３－０３３８）

ご
み
博
士　
タ
カ
ミ
チ
さ
ん

抽
選
で
左
記
の
物
が
当
た
り
ま
す

４
月
号
の
当
選
者
へ
は

◆鵜殿図書館（☎３２－４
よ

６
む

４
よ

６
む

）
◆利 用 時 間 ：９：３０ ～ 18：００
◆休　館　日 ：毎週月曜日・祝日・毎月最終木曜日

４月 25 日（土） 
スペシャルおはなし会

０ 歳 児  ：  午前 10 時～ 10 時半
１歳以上 ：  午前 11 時～ 11 時半
３歳以上（小学生含む） ：  午後１時半～ 3 時

◆
子
ど
も
読
書
の
日

　

４
月
23
日
㈭
は
「
子
ど
も
読
書

の
日
」
で
す
。
図
書
館
で
は
、
こ

の
日
に
関
連
し
て
、
４
月
25
日
㈯

に
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
お
は
な
し
会
」

を
開
催
し
ま
す
。午
後
か
ら
は
、『
は

ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
』
で
お
な
じ
み

の
エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル
さ
ん
の
よ

う
に
、
自
分
だ
け
の
色
紙
を
作
り

コ
ラ
ー
ジ
ュ
（
貼
り
絵
）
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
４
月
23
日
㈭
～
５
月
12

日
㈫
は
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

で
す
。
期
間
中
、
恒
例
の
読
書
ク

イ
ズ
や
、
お
す
す
め
の
絵
本
、
児

童
書
を
展
示
し
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

三重県警察就職説明会の開催

　三重県警察の就職説明会が開催されます。今、警察
官＆警察事務官になる第一歩を踏み出すとき！！

【日時、場所】
◉３月 27 日（金）14:00 ～ 16:00　じばさん三重
◉３月 29 日（日）10:00 ～ 12:00　三重県警察本部
◉４月  ４日（土）14:00 ～ 16:00　伊勢市観光文化会館

【内容】
　警察官、警察事務官の仕事内容、採用試験のアドバ
イス、制服試着体験、質問コーナー　等

【お問い合せ、お申し込み先】
　三重県警察本部警務課採用係　059 － 222 － 0110
　三重県警 HP　http://www.police.pref.mie.jp

紀宝警察署（☎３３－０１１０）

お願い♪
粗大ごみを出す際は、ごみに「粗
大ごみ」と大きく張り紙し、当日
８時 30 分までに、玄関前などわか
りやすい場所に置いてください。

春の家庭用粗大ごみ
戸別訪問収集が始まります！

　４月中旬から「春の家庭用粗大ごみ戸別訪問収
集」が始まります。地区によって、申込日や収集
日が異なりますのでご注意ください。詳しくは、
今月号に折り込まれているチラシ（家庭用粗大ご
み戸別訪問収集について）をご覧ください。

福
祉
課
で
は
、
子
育
て
支
援
事

業
を
ま
と
め
た
「
子
育
て
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、
町

で
行
っ
て
い
る
妊
娠
・
出
産
・
子

育
て
に
関
す
る
支
援
、
事
業
、
情

報
を
具
体
的
に
紹
介
し
て
い
ま

す
。
内
容
は
、「
助
成
金
関
係
」、

「
保
健
関
係
」、「
相
談
・
教
室
関

係
」、「
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
・

家
庭
へ
の
支
援
」、「
一
人
親
家
庭

へ
の
支
援
」、「
子
ど
も
を
預
け
る

場
所
・
通
う
場
所
は
あ
り
ま
す

か
」、「
相
談
窓
口
一
覧
」
な
ど
で
、

項
目
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
子
育
て
さ
れ
る
方
に
も
、

子
育
て
中
の
方
に
も
、
と
て
も
わ

か
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
中
は
、
な
に
か
と
不
安

や
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
つ
き
も

の
で
す
。
そ
ん
な
時
に
、
こ
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

◆
掲
載
内
容
の
一
例

◉
助
成
金
関
係

①
児
童
手
当
、
②
出
産
祝
金
支
援

事
業
、
③
児
童
扶
養
手
当
、
④
療

育
手
帳
、
⑤
特
別
児
童
扶
養
手
当

⑥
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
助
成
事

業
、
⑦
子
ど
も
医
療
費
助
成
、
⑧

一
人
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
な
ど

全
17
項
目

◉
保
健
関
係

①
母
子
健
康
手
帳
交
付
、
②
妊
婦

健
康
検
査
・
乳
児
健
康
診
査
助

成
、
③
乳
幼
児
健
康
診
査
お
よ
び

保
健
指
導
、
④
歯
科
健
康
診
査
お

よ
び
フ
ッ
化
物
歯
面
塗
布
な
ど
全

６
項
目

◉
相
談
・
教
室
関
係

①
す
く
す
く
育
児
相
談
、
②
こ
ん

に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業
、
③

プ
レ
マ
マ
教
室
、
④
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
事
業
な
ど
全
13
項
目

◉
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
・
家
庭  

へ
の
支
援

①
障
が
い
児
福
祉
手
当
、
②
障
が

い
者
医
療
費
助
成
、
③
就
学
奨
励

費
な
ど
全
８
項
目

◉
一
人
親
家
族
へ
の
支
援

①
児
童
扶
養
手
当
、
②
一
人
親
家

庭
等
医
療
費
助
成
、
③
就
学
援
助

制
度
な
ど
全
５
項
目

◉
子
ど
も
を
預
け
る
場
所
・
通
う

場
所
は
あ
り
ま
す
か

①
保
育
所
、
②
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
「
通
園
め
だ
か
」、
③
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
全
６
項
目

◆
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
配
布
場
所　

・
役
場
福
祉
課

・
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
詳
し
く
は
、
役
場
福
祉
課
（
☎

33
―
０
３
３
９
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

Family
 support

に
こ
に
こ
子
育
て
♪

～
み
ん
な
で
サ
ポ
ー
ト
～

今
月
の
テ
ー
マ

「
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

子
育
て
支
援
に
関
す
る
冊
子

フレーバーラマアイスクリーム

※写真はイメージです

 2015 - 4 22Kiho  2015 - 423 Kiho



春
キ
ャ
ベ
ツ
は
葉
が
柔
ら
か

く
て
水
分
が
多
く
、
甘
み

も
あ
る
の
が
特
徴
で
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｕ
、
食
物
繊
維
な

ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
な
ど
に
よ
り
体
内
で

消
耗
さ
れ
て
し
ま
う
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
。

胃
の
働
き
を
助
け
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｕ
。

こ
れ
ら
が
含
ま
れ
て
い
る
キ
ャ
ベ

ツ
は
、
新
生
活
が
始
ま
り
さ
ま
ざ

ま
な
ス
ト
レ
ス
が
加
わ
る
こ
の
季

節
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。

キ
ャ
ベ
ツ
を
食
べ
て
、
新
生
活
に

向
け
て
、
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

今月のお料理

楽しく、 おいしい　

簡単料理  ♪　その 92

美味しいこと以外にも良いこといっぱい♪

　　　　　 麻
ま ー ぼ ー

婆キャベツ

豆板醤でお
好みの辛さ

に調節しまし
ょう♪

Cooking

寺　

澤　

博　

子

管

　理

　栄

　養

　士

寺　

澤　

博　

子

管

　理

　栄

　養

　士

寺　

澤　

博　

子

管

　理

　栄

　養

　士

寺　

澤　

博　

子

管

　理

　栄

　養

　士

寺　

澤　

博　

子

管

　理

　栄

　養

　士

寺　

澤　

博　

子

管

　理

　栄

　養

　士

寺　

澤　

博　

子

管

　理

　栄

　養

　士

寺　

澤　

博　

子

管

　理

　栄

　養

　士

寺　

澤　

博　

子

管

　理

　栄

　養

　士

　　　　　　エネルギー（1 人あたり）：約 166kcal

　　  　　　　　　   　　    　  塩分  ：約 1.2 ｇ          

Dentistry
今月のテーマ

竹田歯科衛生士の歯の健康ひと口メモ    その 110

子どものむし歯が減っています

歯を大切に　しようね♪

Health

桜
が
舞
い
散
る
こ
の
季
節
、

卒
業
、
入
学
、
就
職
、
職

場
の
異
動
な
ど
で
、
新
し
い
仲
間

や
新
し
い
職
場
、
新
し
い
環
境
に

な
り
忙
し
い
時
期
に
な
り
ま
す
。

そ
の
桜
も
葉
桜
の
こ
ろ
に
な
り
、

生
活
が
落
ち
着
い
た
こ
ろ
に
、
体

が
だ
る
く
疲
れ
や
す
い
、
無
気
力

感
、
不
眠
傾
向
、
人
と
話
す
の
も

お
っ
く
う
と
い
う
症
状
が
現
れ
や

す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
気
温
の
高
低
差
に
伴

う
体
温
調
節
や
、
新
し
い
環
境

で
の
心
の
疲
労
な
ど
、
変
化
に

順
応
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
心

と
体
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
て
し

ま
い
、
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し

ま
う
か
ら
で
す
。

　

今
月
号
で
は
、
そ
の
対
策
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。

◆
次
の
よ
う
な
症
状
が
、
２
週
間

以
上
続
く
よ
う
な
ら
、
専
門
家
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

休
日
に
は
何
も
し
な
い
、
の
ん

び
り
し
た
時
間
も
必
要
で
す
。
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
も
忙
し
く
し
過
ぎ

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。
好
き
な
音
楽
を
聴
い
た
り
、

散
歩
を
し
た
り
、
自
分
な
り
の

リ
ラ
ッ
ク
ス
法
で
休
日
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

❷
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を

　

ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富

な
野
菜
や
果
物
が
不
足
し
な
い
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

❸
体
温
調
節
を
上
手
く

　

気
候
が
不
安
定
な
春
に
は
、
薄

手
の
重
ね
着
を
心
が
け
て
、
暑

さ
・
寒
さ
を
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に

着
脱
で
き
る
よ
う
に
備
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
暑
さ
寒
さ
も
ス
ト
レ

ス
に
な
り
ま
す
。

❹
軽
く
体
を
動
か
す

　

就
寝
前
な
ど
に
、
ス
ト
レ
ッ
チ

な
ど
手
軽
に
で
き
る
体
操
を
取
り

入
れ
ま
し
ょ
う
。
心
身
が
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
、
よ
り
良
い
眠
り
へ
と

導
い
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

❺
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る

　

起
床
時
間
、
就
寝
時
間
、
食
事

の
時
間
を
な
る
べ
く
同
じ
時
間

に
な
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
決
し
て
無
理
は
せ
ず
、
自

分
に
合
っ
た
リ
ズ
ム
で
整
え
ま

し
ょ
う
。

今
月
の
テ
ー
マ

春
は
、
心
と
体
の
疲
れ
に
注
意
!!

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す
！　

そ
の
１
１
０

　　　　
今
月
は
岡
本
こ
ず
え
保
健
師

竹
田
仁
香
歯
科
衛
生
士

全
国
的
に
子
ど
も
の
む
し

歯
が
減
っ
て
い
ま
す
。
紀

宝
町
で
も
、
10
年
前
と
比
較
す
る

と
、
む
し
歯
の
経
験
者
の
割
合
は

平
成
15
年
度
の
３
歳
児
健
診
受
診

者
で
は
、
41
・
９
％
で
し
た
が
、

平
成
25
年
度
で
は
17
・
８
％
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
１
人
あ
た
り

の
む
し
歯
本
数
は
、
平
成
15
年
度

で
は
２
・
１
本
あ
っ
た
も
の
が
、

平
成
25
年
は
０
・
７
本
に
減
り
ま

し
た
。
こ
の
10
年
で
半
分
以
下
に

減
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
む
し
歯
は
、
保
護
者

の
意
識
・
知
識
・
行
動
の
変
化
で

大
き
く
左
右
し
ま
す
。
む
し
歯
予

防
に
関
心
を
持
ち
、
予
防
方
法
を

知
り
、
毎
日
の
生
活
に
習
慣
と
し

て
取
り
入
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
、
子
ど
も
の
む

し
歯
を
減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
っ

た
理
由
で
す
。

　
「
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
」「
だ
ら

だ
ら
と
甘
い
も
の
を
食
べ
な
い
」

「
て
い
ね
い
に
歯
磨
き
を
す
る
」

な
ど
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の
歯

を
守
る
生
活
習
慣
は
、
大
人
に

な
っ
て
か
ら
の
全
身
の
健
康
に
つ

な
が
る
も
の
で
す
。

　

ど
う
ぞ
、
お
子
さ
ん
だ
け
で
な

く
家
族
み
ん
な
で
歯
の
健
康
を
守

り
、
生
活
習
慣
病
も
い
っ
し
ょ
に

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

One Point Advice

・
寝
つ
き
が
悪
い
、
ま
た
は
よ
く

眠
れ
な
い

・
食
欲
が
な
い
、
ま
た
は
過
食
し

て
し
ま
う

・
何
事
に
も
興
味
が
わ
か
ず
、
楽

し
く
な
い

・
仕
事
上
の
ミ
ス
が
増
え
る

・
物
事
に
集
中
で
き
な
い

・
す
ぐ
疲
れ
る

・
だ
る
さ
が
続
く

・
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
が
多
い

◆
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
て
安

定
さ
せ
る
に
は
、
次
の
こ
と
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

❶
休
養
を
と
る

Health　April　Calendar

４月の健康カレンダー
Calendar

※ 変更する場合がありますので、確認のうえ受診してください。
※ 診療科目が異なる場合は、三重県救急医療情報センターコールセンター  
　（☎０５９７－８９－１１９９）にご相談ください。

４月の休日救急当直医
日 病 院 名 内科・外科

５日 米 良 医 院 ☎（22）2710 内 科
12日 米 良 ク リ ニ ッ ク ☎（21）7878 外 科
19日 熊 野 路 ク リ ニ ッ ク ☎（21）2110 内 科
26日 谷 地 内 科 ☎（23）3088 内 科
29日 味 八 木 胃 腸 科 ☎（21）5610 外 科
日・祝 紀南医師会 応急診療所 ☎0597（88）1001 内 科

子どもとお母さん（会場 紀宝町保健センター）

日 内 容 と 開 催 時 間
14日 ７・８か月離乳食教室　（午前10時　　～11時30分）

28日 す く す く 育 児 相 談　（午前９時30分～11時30分）
※要予約：詳しくは、保健センター（☎３2－3700）まで。

介護予防事業（対象：65 歳以上の方）

日 会 場 と 開 催 時 間

 ◆ 小さなボールをつかった健康運動教室
2・16日 鵜殿地域交流センター（ 午 前 10 時 ～ 11 時 ）
9・23日 上地多目的集会施設 （ 午 前 10 時 ～ 11 時 ）
15日 成川生活改善センター（ 午 前 10 時 ～ 11 時 ）

 ◆ 健康長寿ヨガ
17・24日 鵜殿地域交流センター（午前10時45分～11時45分）

 ◆ 貯筋運動　（腹筋と下肢筋力をつけるための運動）

13・27日 大里多目的集会施設（午前 9 時 30 分～ 11 時）

※ 要予約 ： 詳しくは、町地域包括支援センター（☎３３－0175）まで。

あ
な
た
の
心
と
体
、
疲
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

【材料（２人分）】 【作り方】
① キャベツは大きめのざく切りにする（人参

を加えても可）。A はみじん切りにする。
② フライパンに油を熱し、A を炒め、香りが

出たらひき肉を入れて炒める。
③ ひき肉の色が変わったら豆板醤を加えて炒

め、キャベツを加えてさらに炒めてしんな
りしたら、B を加える。全体に味がなじん
だら水溶き片栗粉でとろみをつける。

A
B

キャベツ … 大３枚
人参 … 1/4 本
豚ひき肉 … 100 ｇ
白ねぎ … 1/4 本
しょうが … 1/2 かけ

油 … 小さじ１
豆板醤 … 小さじ 1/4
鶏がらスープの素 … 小さじ 1/2
醤油、酒 … 大さじ 1/2
水溶き片栗粉 … 適量
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まちのわだい   4 月号 
TOWN TOPICS IN KIHO

04

01. 署名後に握手を交わす西田町長ら。02. まな
びの郷きらめきホールで行われた“防災フォーラム
in きほう”。03. ５人が登壇したパネルディスカッ
ション。04. 第１部で講演した国交省の森局長。

01

02

03

01

02

01. 三重県庁前をスタートした第一
走者の選手たち。紀宝町のゼッケン
は 65 番。02. 紀宝町を代表する駅
伝ランナーたち。03. 総合区間賞を
獲得した第９区の高見澤選手（左）

Town topics

15
２

Town topics

21
２

　県内市町 29 チームの小学生から社会人までの 10 人が、県内各市町の活性化
と市町相互の交流を目的にタスキをつなぐ「第８回美し国三重市町対抗駅伝」が
２月 15 日、津市の県庁前から伊勢市の県営総合競技場を結ぶ 10 区間、42.195
㎞のコースで行なわれました。
　紀宝町チームは、２時間 41 分 07 秒で総合 23 位（町の部 11 位）と健闘し、
なかでも、４年連続で第９区に起用された高

た か み ざ わ

見澤安
あ ん じ ゅ

珠選手は、20 分 07 秒の好
記録で区間賞（総合の部）を獲得しました。高見澤選手は、「２度目の区間賞を
とれて、とてもうれしいです。来年もがんばりたいと思います」と話していました。

美
 う ま   

し国駅伝で、高見澤選手が区間賞 !!
第８回美し国三重市町対抗駅伝

03

　七里御浜松林を守る協議会は２月 15 日、「2015 七里御浜防風林 GG（グリーン・
グロー）作戦」を紀宝町から熊野市までの七里御浜海岸沿いで展開しました。
　同協議会では、松食い虫被害や塩害などで松枯れが進み、防風機能が低下しつつ
ある状況にある七里御浜国有林を守ろうと、毎年植樹活動を続けています。今年は、
熊野管内の３か所（熊野市・御浜町・紀宝町）の七里御浜で行われ、紀宝町ではウ
ミガメ公園北側の国有林に、クロマツ 50 本が参加した約 60 人の手によって丁寧に
１本ずつ植樹されました。

七 里御浜海岸を守るため、クロマツを植樹 !!
2015 七里御浜防風林ＧＧ作戦

01 02

01. 松の植樹の仕方について
説明する三重森林管理署の藪
内さん。02. クロマツを１本
ずつ丁寧に植樹する参加した
子どもたち。

Town topics

15
２

　町は２月 21 日、「台風等風水害に備えた事前防災行
動計画（タイムライン）の連携に関する協定」を、町と
近畿地方整備局紀南河川国道事務所、中部地方整備局紀
勢国道事務所、津地方気象台の４機関で締結しました。
　この協定の締結は、全国初となるもので、今後は、各
機関の専門的な情報が迅速に得られることで、減災に向
けた、早めの対応につながることが期待されています。
　締結式のあと、まなびの郷で、「防災フォーラム in
きほう」が開催されました。
　このフォーラムでは、今後、巨大地震や巨大台風な
どの災害から、自分自身や家族、地域を守るためには
どうすればいいのかを考えてもらう機会として開催さ
れたもので、地域住民ら約 200 人が参加しました。
　第１部では、国土交通省近畿地方整備局の森

も り

昌
ま さ ふ み

文局

全 国初「タイムラインの連携に関する協定」を締結
各機関と連携し、災害に備える

長による講演「災害に強い地域づ
くり」と、紀宝町防災行政総合
アドバイザーである CeMI 環境・
防災研究所の松

ま つ お

尾一
い ち ろ う

郎副所長に
よる講演「大災害から命を守る」が行われました。
　第２部では、松尾さんがコーディネーターを務め、

「災害に強いまちづくり・人づくりを考える」をテー
マに、近畿地方整備局の黒

く ろ か わ

川純
じゅんいちろう

一良河川部長、気象庁
津地方気象台の草

く さ の

野富
ふ じ お

二雄台長、三重テレビ気象キャ
スターで気象予報士の多

た も り

森成
せ い こ

子さん、飯盛地区自主防
災会の金

か ね だ

田洋
よ う ぞ う

三会長、西田町長ら５人がパネリストと
して、めまぐるしく変わる自然環境とどう向き合い、
災害に向けてどう対策をとっていくべきかなど、それ
ぞれの立場から考えが述べられました。

表彰された疋嶋さん（左）と門さん

　町消防団第２分団長の門
か ど

賢
さかし

さんと同副分団長の疋
ひ き し ま

嶋俊
と し ひ ろ

博さ
んが、平成26年度消防庁長官表彰の永年勤続功労章を受章し、
３月 10 日、役場で伝達式が行われました。
　門さんは昭和 62 年１月の入団以来 28 年以上、疋嶋さん
は昭和 60 年１月の入団以来 30 年以上の長きにわたり職務
に精励され、施設点検や団員の教育指導など、その勤務成績
が優秀であり、他の模範であることが評価
され受章となりました。お二人は受章に際
し、「町民、先輩、関係者のみなさんのおか
げです」と感謝していました。

門 さんと疋嶋さんに消防庁長官表彰
長年にわたる活動の功績が認められ

Town topics

10
３
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まちのわだい   4 月号 
TOWN TOPICS IN KIHO

03. 調 理 室（20 帖 ）。04. 玄 関。
05. 多目的室（36 帖）。06. 和室（10
帖）。07. 完成した讃寿荘の前でテー
プカットを行いました。

　鵜殿老人クラブ「讃寿会」が活動拠点にしている「鵜殿老人憩の家『讃寿荘』」
の建て替えが終わり、３月３日、竣工式が行われ、東

ひがし

駿
しゅん

会長や西田町長らが
テープカットを行い、完成を祝いました。
　讃寿荘は、昭和 49 年の完成から築後約 40 年が経過し、老朽化が進み、耐
震性にも不安があったため、「みえ森と緑の県民税市町交付金」の助成を受け、
総事業費は 6,103 万６千円で建て替えられました。地元木材をふんだんに利
用した木造平屋建てで、述べ床面積は約 211㎡。多目的室（36 帖）や和室（10
帖と８帖）、調理室、リラクゼーションルームなどが備えられています。

鵜 殿老人憩
い こ い

の家「讃
さ ん じ ゅ そ う

寿荘」が完成 !!
鵜殿老人クラブの活動拠点が老朽化で建て替え

01. 新しく建て替えられた
讃寿荘。02. 多目的室で行
われた竣工式の様子。関係者
ら約 40 人が参列しました。

Town topics

３
３

01

02

07

05 0603 04 　紀宝町文化協会は３月１日、まなびの郷で第２回芸能フェ
スティバルを開催しました。日本舞踊や詩吟など 19 団体が
日ごろの練習の成果を発表しました。
　大正琴の「風雅」がオープニング演奏として「東京ラプソ
ディー」と「まつり」を披露し、その後、鵜殿ばやし保存会
子ども会のほか、詩吟や詩舞、社交ダンス、
日本舞踊など、各団体ともに見事なステー
ジを披露しました。訪れた人たちは、各種
団体の発表に大きな拍手を送っていました。

19 団体が見事な芸能を披露する
第２回芸能フェスティバルを開催

Town topics

１
３

02

01. 讃寿会レクダンスサークル。02. 鵜殿ばやし保存会子ども
会。03. 三音会。04. 友茂会。05. 大正琴風雅。06. ももの会。
07. 亀甲会。08. 社交ダンス。09. 日本民謡くろしお会。10. 鵜
殿吟剣詩舞道会。11. 鵜殿レクダンスサークル。12. 若葉会。

03

07

1009

11 1208

060504

　紀宝町は、振り込め詐欺などの電話を使った特殊詐欺に
効果があるとされる詐欺抑止装置「振り込め詐欺見張隊」
20 台を購入し、2 月 19 日、貸し出し窓口となる紀宝警察
署に引き渡しました。
　全国的に増え続ける特殊詐欺の被害拡大を防止するために
購入したこの装置は、電話機とつなぐことで、着信前に「振
り込め詐欺などの被害防止のため、会話内容が自動録音され
ます」とアナウンスを流し、被害を未然に防ぐものです。町が、
三重県消費者行政活性化基金を活用して購入しました。署で
は、２か月の期間をめどに、希望者に無料で貸し出します。
　西田町長から装置を手渡された片岡署長
は、「自主防犯意識高揚のため活用し、特殊
詐欺の未然の防止を図っていきたい」と謝
辞を述べていました。

詐 欺抑止装置 20 台を引き渡し
特殊詐欺などの被害を未然に防ぐため

01. 西田町長から片岡
署長に装置が引き渡さ
れる。02. 引き渡され
た詐欺被害防止が期待
される詐欺抑止装置。

Town topics

19
２

02

01

01
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まちのわだい   4 月号 
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　まなびの郷企画実行委員会は３月 15 日、まなびの郷で町民参加型のミュージカル
ファンタジー「星の王子さま」を上演しました。
　公演は２部構成で、第１部はクリステル・チアリさんが「星の王子さま」の見ど
ころを紹介したほか、第２部では、紀宝町民 14 人が出演したサン・
デグジュペリの「星の王子さま」を題材にしたミュージカルが上演
されました。町民らは、妖精や“バラの花たち”を演じたり、コー
ラスに参加したりして、劇を盛り上げていました。

町 民参加のミュージカル「星の王子さま」を上演
まなびの郷企画実行委員会主催

01 02

01. クリステル・チアリさん（右）
とともにコーラスに参加した町民
ら（左３人）。02. 妖精を演じる
子どもたち。03. 星の王子さま

Town topics

15
３

03

　深田運動場に隣接する屋内遊戯施設「深田スポーツ交流センター」が
このほど完成し、３月 11 日、竣工式が同センターで行われ、西田町長
や西

に し む ら

村喜
き く お

久男議長らがテープカットを行い、完成を祝いました。
　同センターは、木造平屋建てで延床面積は 251.47㎡。遊戯場をはじ
め、脱衣所やシャワールーム、ウッドテラスなどが設置されており、「森
林加速化・林業再生基金事業」の助成を受け、総事業費は 5,283 万円
で建てられました。スポーツの合宿などの利用に適するほか、土日の日
中には無料開放され、年齢問わず遊び場としても利用できます。
　また、同施設の前には、複合遊具が設置された深田公園も整備され、
今春中には利用可能となります。

深 田スポーツ交流センターが完成 !!
スポーツや地域のふれあいの場として

02

01. 遊技場。02. 大里に完成した深田スポー
ツ交流センター。03. 複合遊具が設置された
深田公園。04. 完成を祝いテープカット。

03

04

地域医療貢献奨励賞の受賞者と関係者ら（二村医師は前列中央）

　一般財団法人住友生命福祉文化財団が主催する「地域医療
貢献奨励賞」を紀宝町顧問の二

ふ た む ら

村昭
あきら

医師が受賞しました。
　これは、地域医療に多大な貢献をした医師を顕

けんしょう

彰するもの
で、今年度は全国で６人が受賞し、その授賞式が２月 21 日、
東京の都市センターホテルで開かれました。
　二村医師は、三重県熊野保健所長を経て、昭和 63 年から
紀宝町に奉職。相野谷診療所長をはじめ町特別参与に就任す
るなど、紀宝町における医療の確保と向上および町民の健康
福祉の増進に寄与されました。

二 村医師に地域医療貢献奨励賞
地域医療に多大な貢献

Town topics

11
３

べったらもちの作り方を習う生徒ら

　相野谷中学校の１年生 15 人が２月 23 日、阪松原生活改善セ
ンターで、餅つきや寿司作りを通して地域住民と絆を深めました。
　これは、地域の文化に触れ、互いの交流を深めようと 10
年以上前から毎年取り組まれているもので、今年は地域の高
齢者ら約 40 人が集まりました。この日は昔ながらの石

い し う す

臼と
杵
き ね

を使って餅つきをしたほか、サンマ寿司や餅の上にあんをの
せた「べったらもち」などを作りました。
　料理が完成したあとは、全員が一堂に会し、テーブルを囲ん
で食事をして、楽しいひとときを過ごしていました。

地 域の文化に触れ、住民と交流
相野谷中１年生が阪松原を訪れ

01

01. 植樹祭に参加したみなさん。02. 約
1.5 ｍのサクラの苗木を植樹しました。

　NPO 法人・熊野さくらの会は３月 15 日、北檜杖にある標高約 300 ｍの山林、
通称「さくら山」で、「植樹祭 2015」を開催しました。
　植樹祭は、サクラの名所を作るほか、世代間交流を進めようと同会が 13
年前から毎年この時期に行っているもので、今年も約 100 本のサクラの苗
木を植えました。サクラの種類は、ヨウコウザクラ、ヤマザクラ、オオシマ
ザクラ、ソメイヨシノの４種類で、この日参加した会員など約 70 人が、苗木
が倒れないよう固定しながら丁寧に植樹していました。

サ クラの植樹を通して、世代間交流図る
熊野さくらの会が植樹祭を開催

Town topics

15
３

01

02
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趣
味
三ざ

ん

ま

い昧
の
日
々福

本
　
稔
夫  

さ
ん
（
鵜
殿
） 

P R O F I L E

ふくもと　としお さん

４年前まで、53 年間、大工一筋
で活躍されていた福本さん。「こ
れからは、夫婦で旅行や家庭菜園
など、一緒に楽しんでいきたいと
思います」と話していました。

　

私
は
鵜
殿
に
来
て
、
早
く
も
50
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
間
多
く
の
人

に
お
世
話
に
な
り
、
助
け
ら
れ
、
ま

た
多
く
の
友
人
も
で
き
ま
し
た
。
そ

の
中
に
は
趣
味
を
同
じ
く
す
る
人
も

大
勢
い
ま
す
。

　

私
に
は
３
つ
の
趣
味
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
は
『
読
書
』
で
す
。
今

は
子
ど
も
に
買
っ
て
も
ら
っ
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
、
本
を
読
ん
だ
り
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
検
索
し
て
か
ら
図
書
館
で

借
り
た
り
し
て
読
ん
で
い
ま
す
。
そ

し
て
読
む
ご
と
に
感
動
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
『
ゴ
ル
フ
』
も
楽
し
み
の
ひ
と

つ
で
す
。
ゴ
ル
フ
の
良
い
と
こ
ろ
は
、

人
脈
が
広
く
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
職

業
の
人
と
ま
わ
る
こ
と
が
で
き
る
か

ら
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
ハ
ン
デ
ー
が
あ

り
終
わ
っ
て
か
ら
の
反
省
会
も
楽
し

み
の
ひ
と
つ
で
す
。
し
か
し
、
ゴ
ル

フ
は
あ
る
程
度
の
年
齢
に
達
す
る
と

否い
や
お
う応
な
し
に
辞
め
ざ
る
を
得
な
く
な

る
で
し
ょ
う
。
そ
の
日
ま
で
、
青
い

芝
生
の
上
を
ク
ラ
ブ
を
手
に
、
ま
だ

ま
だ
歩
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
趣
味
は
『
書
道
』
で

す
。
以
前
か
ら
教
え
て
く
れ
る
と
こ
ろ

を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
ま
な
び
の
郷

で
募
集
し
て
い
る
の
が
目
に
と
ま
り
早

速
入
れ
て
い
た
だ
き
、
早
く
も
５
年
が

す
ぎ
ま
し
た
。
書
道
は
年
齢
に
関
係
な

く
老
後
も
続
け
て
い
け
ま
す
の
で
頭
の

体
操
に
も
い
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

教
科
書
の
表
紙
に
「
段
級
位
受
け
る

だ
け
が
書
道
じ
ゃ
な
い
よ
、
習
字
教
室

の
目
的
は
、
筆
の
練
磨
を
通
し
て
美
し

い
日
本
人
を
育
て
る
と
こ
ろ
」
と
あ
り

ま
す
。
教
室
で
は
木
山
聡
美
先
生
に
親

切
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
す
が
、
何
し
ろ
70
歳
の
手
習
い
で

す
か
ら
思
う
よ
う
に
は
書
け
ま
せ
ん
。

も
う
１
人
の
先
生
は
紀
南
高
校
の
一

般
聴
講
生
と
し
て
１
年
間
海か

い
じ
ょ
う上
先
生

に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
今
で
も

先
生
の
展
示
会
が
あ
る
と
見
学
に
行

っ
て
い
ま
す
。

　

鵜
殿
教
室
で
は
楷か

い
し
ょ書
が
基
本
と
言
う

こ
と
で
、
し
ば
ら
く
楷
書
を
書
い
て
い

た
の
で
す
が
、
最
近
は
行
書
も
書
い
て

毎
月
提
出
し
て
い
ま
す
。
筆
を
持
っ
て

み
て
思
う
こ
と
は
昔
の
人
の
筆
使
い
に

感
心
す
る
こ
と
し
き
り
で
す
。
中
々
教

科
書
通
り
に
は
書
け
ま
せ
ん
が
、
今
年

も
教
室
の
皆
さ
ん
と
和
気
あ
い
あ
い
と

い
ろ
ん
な
文
字
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
号
は
井
田
の
木き

や
ま山
聡さ

と
み美
さ
ん

で
す
。
福
本
さ
ん
か
ら
は
、「
若
く
て

元
気
な
『
ま
な
び
の
郷
書
道
教
室
』

の
先
生
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」

東ひ
が
し

　
智と

も

よ代 
さ
ん
（
井
田
・
23
歳
）　

　

地
元
に
帰
っ
て
き
て
よ
か
っ
た
!!

◆
お
仕
事
は
？

　

栄
養
士
を
し
て
い
ま
す
。
今
は
、

紀
南
病
院
で
、
患
者
さ
ん
の
食
事
の

チ
ェ
ッ
ク
や
盛
り
付
け
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

◆
趣
味
は
？

　

音
楽
の
ラ
イ
ブ
に
行
く
こ
と
で
す
。

韓
国
の
グ
ル
ー
プ
「B

ビ

ッ

グ

バ

ン

IG
B

A
N

G

」

の
大
フ
ァ
ン
な
ん
で
す
。
他
に
は
、

冬
に
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
行
っ
た
り
、

夏
に
は
鮎
釣
り
も
し
て
い
ま
す
。

◆
旅
に
行
く
と
し
た
ら
？

　

ア
メ
リ
カ
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

に
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

◆
理
想
の
タ
イ
プ
は
？

　

B

ビ

ッ

グ

バ

ン

IG
B

A
N

G

のT
ト

ッ

プ

.O
.P

が
タ
イ

プ
で
す
。
ク
ー
ル
に
見
え
る
け
ど
、

中
身
は
お
ち
ゃ
め
で
か
っ
こ
い
い
人

な
ん
で
す
。

◆
夢
は
？

　

早
く
結
婚
し
て
、
幸
せ
な
家
庭
を

築
い
て
、
子
ど
も
を
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

に
育
て
た
い
で
す
。

◆
町
の
好
き
な
と
こ
ろ

　

全
部
好
き
で
す
。
人
が
あ
た
た
か
い

し
、
や
さ
し
い
し
。
４
年
間
大
学
で
名

古
屋
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
地
元
に

帰
っ
て
き
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

ペンリレー

P
EN

RELA
YNo.110

４

【募集】満３歳の誕生日を迎える子ども（平成 24 年６・７月生まれ）を募集します。ご希望の方は、広報係（☎３３－０３３４）までご連絡ください。申込期限は４月 30 日（木）まで。

はしゃぎっ子
K

IH
OKIDS

月生まれの３歳児

No.110

若 い 衆 登 場

KI

HOYOUNG

No.110

矢
や ぐ ま

熊  彩
い ろ は

花 ちゃん（神内）

平 成 2 4 年 ４ 月 1 2 日 生 ま れ
陸 さ ん ＆ 日 向 子 さ ん の 長 女

おしゃべりでプリキュアが大好きないろはちゃん。
いつもパパとママを楽しませてくれてありがとう。
ごっこ遊びも上手で、こちらのセリフまで全部指定
してくれてとってもおもしろいよ。これからもその
世界観を大切に大きくなってね♪…お母さんから

中
な か お

尾  遙
は る と

斗 くん（鵜殿）

平 成 2 4 年 ４ 月 2 7 日 生 ま れ
涼 さ ん ＆ 亜 理 沙 さ ん の 長 男

こんにちは。トラックが大好きなはるとです。いつ
もみんなを笑わせてくれるし、弟の碧

あ い と

斗と遊んでく
れてありがとう。これからも元気でやさしい笑顔
いっぱいのはるとでいてね♪生まれてきてくれてあ
りがとう♥はると大好き♥…お母さんから
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お知らせ

メール便

mail information

４月号
町の人口 － population －

平成27年２月末現在（前月比)
人口 １１, ６１３（－ 26)

男 ５, ４６０（－ 13)
女 ６, １５３（－ 13)

世帯 ５, ３７４（－ ４)

主な電話番号 － telephone －

役 場 総 務 課 （33）0 3 3 3
役場企画調整課 （33）0 3 3 4
役場総務課（防災対策）（33）0 3 3 5
役場産業建設課 （33）0 3 3 6
役場税務住民課 （33）0 3 3 7
役場環境衛生課 （33）0 3 3 8
役 場 福 祉 課 （33）0 3 3 9
役 場 出 納 室 （33）0 3 4 0
教 育 委 員 会 （33）0 3 4 1
議 会 事 務 局 （33）0 3 4 2
役場環境衛生課（水道）（33）0 3 4 3
地域包括支援センター （33）0 1 7 5
保 健 セ ン タ ー （32）3 7 0 0
相 野 谷 診 療 所 （34）0 0 1 1
鵜 殿 図 書 館 （32）4 6 4 6
ま な び の 郷 （32）0 2 4 1
神内福祉センター （32）2 0 2 3
鵜殿福祉センター （32）0 9 5 7
子育て支援センター （32）4 3 8 8
熊野自殺防止センター

０５９７９－２－２２７７
【毎週金・土曜日　午後７時から 11 時まで】

防災行政無線（フリーダイヤル）
０１２０－３３４－１１９

おかけ間違えのないように！

（外国人を含む）

◆
加
入
手
続
き
は

　

年
金
手
帳
を
忘
れ
ず
に

　

日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
は
、
国

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

加
入
者
は
、
職
業
な
ど
に
よ
っ

て
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
加
入
手
続
き

が
異
な
り
ま
す
。
会
社
員
や
公
務

員
な
ど
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済

組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
や
、

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に

加
入
さ
れ
て
い
る
方
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者
の
方
は
、
勤
務

先
で
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ

け
ま
す
が
、
厚
生
年
金
保
険
や
共

済
組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い

自
営
業
者
、
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
、

無
職
の
方
な
ど
は
、
ご
自
身
で
住

ま
ど
ぐ
ち
国
民
年
金

有
料
広
告

所
地
の
市
町
村
役
場
で
加
入
手

続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は
、

基
礎
年
金
番
号
を
記
入
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
窓
口
に
お
越

し
の
際
は
、
忘
れ
ず
に
年
金
手

帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
の
わ

か
る
も
の
（
納
付
書
等
）
と
印

鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

国
民
年
金
保
険
料
の
猶
予
・
免

除
申
請
も
同
様
に
上
記
の
も
の

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
税
務
住
民
課
国
民

年
金
係
（
☎
33
―
０
３
３
７
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

４
月
の
尾
鷲
年
金
事
務
所
の
職

員
に
よ
る
年
金
相
談
は
、
４
月
15

日
㈬
午
前
10
時
か
ら
午
後
２
時
ま

で
、
役
場
２
階
小
会
議
室
で
行
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

採
後
の
造
林
施
業
が
適
正
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
所

有
者
や
伐
採
面
積
に
関
わ
ら
ず
、

事
前
に
市
町
村
へ
の
届
け
出
が

必
要
で
す
。

◆
取
得
し
た
場
合

　

山
林
を
購
入
し
た
り
、
相
続
す

る
な
ど
、
森
林
の
土
地
を
新
た
に

取
得
し
た
場
合
、
森
林
の
土
地
所

有
者
を
行
政
が
把
握
す
る
こ
と
で
、

効
率
の
よ
い
森
林
整
備
を
推
進
す

る
た
め
に
、
取
得
方
法
や
土
地
の

面
積
に
か
か
わ
ら
ず
、
事
後
に
市

町
村
へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
産
業
建
設
課

（
☎
33
―
０
３
３
６
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

働
く
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
特
定
の
産
業
に
該

当
す
る
事
業
場
で
働
く
労
働
者
に

は
、
三
重
県
最
低
賃
金
と
は
別

に
、
産
業
別
最
低
賃
金
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
三
重
県
労
働
局
賃

金
室
（
☎
０
５
９
―
２
２
６
―
２

１
０
８
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
練
習
日
】
毎
週
金
曜
日

　

午
後
７
時
か
ら
9
時
ま
で

▼
詳
し
く
は
、
役
場
企
画
調
整
課

（
☎
33
―
０
３
３
４
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

小
・
中
学
校
に
在
学
中
、
ま
た

は
今
春
入
学
す
る
児
童
・
生
徒
の

ご
家
庭
で
、
受
給
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
町
教
育
委
員
会
ま
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
認
定
基
準
や
申
請
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、
町
教
育
委
員
会
学
校
教

育
係（
役
場
内
☎
33
―
０
３
４
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今月のワンコ

ふく

【
日
時
】　

４
月
18
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
～
12
時

【
場
所
】　

鵜
殿
港

▼
詳
し
く
は
、
役
場
企
画
調
整
課

（
☎
33
―
０
３
３
４
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
月
（
４
月
）
の

「
紀
の
宝
み
な
と
市
」

紀宝町下水道サービス株式会社
浄化槽のご相談は

0120-620-690
フリーダイヤル

紀宝町鵜殿１３７５番地１
TEL：0735-33-0360（代）
FAX：0735-33-0365 
ＨＰ：http://www.pfi-kiho.jp/

会 員 募 集
紀宝町シルバー人材センター
地域に貢献してみませんか？（60 歳～）

☎ 0735-32-1212
草刈り、みかん獲り、家の掃除、墓掃除などができる方

　

三
重
県
最
低
賃
金
は
、
平
成
26

年
10
月
１
日
か
ら
、「
時
間
額
７

５
３
円
」
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
年
齢
・
雇

用
形
態
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
）
を
問
わ
ず
、
三
重
県
内
で

三
重
県
最
低
賃
金
が

時
間
額
７
５
３
円
に
改
定

　

２
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成

27
年
第
１
回
紀
宝
町
議
会
臨
時
会

に
お
い
て
、
町
議
会
議
員
か
ら
選

ば
れ
る
監
査
委
員
と
し
て
、
山や

ま
も
と本

精せ
い
い
ち一
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
、
平
成
27
年
2
月
17
日
か
ら

議
員
の
任
期
平
成
31
年
2
月
9
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
（
☎

33
―
０
３
３
３
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

監

査

委

員

の

選

任

に

つ

い

て

　

森
林
を
伐
採
・
取
得
す
る
場

合
、
森
林
法
の
規
定
に
よ
り
届
け

出
が
必
要
で
す
。
届
け
出
を
し
な

か
っ
た
り
、
虚
偽
の
届
け
出
を
す

る
と
、
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
伐
採
す
る
場
合

　

森
林
を
伐
採
す
る
場
合
、
森
林

資
源
の
状
況
を
把
握
し
つ
つ
、
伐

森

林

に

関

す

る

届
け
出
に
つ
い
て

　

就
学
援
助
費
制
度
と
は
、
経
済

的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
と

認
め
ら
れ
る
児
童
・
生
徒
に
つ
い

て
、
学
用
品
や
学
校
給
食
費
、
修

学
旅
行
費
な
ど
の
一
部
を
援
助
す

る
制
度
で
す
。

ご
存
知
で
す
か
？

就
学
援
助
費
制
度

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス

ポ
ー
ツ
安
全
協
会
が
契
約
者
と
な

り
、
加
入
手
続
き
を
行
っ
た
５
名

以
上
の
社
会
教
育
関
係
団
体
の
構

成
員
を
被
保
険
者
と
し
て
、
保
険

会
社
と
の
間
に
、
傷
害
保
険
、
賠

償
責
任
保
険
、
突
然
死
葬
祭
費
用

保
険
を
一
括
契
約
し
た
補
償
制
度

で
す
。

【
加
入
対
象
】

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
活
動

を
行
う
社
会
教
育
団
体

ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
に
つ
い
て

【
保
険
期
間
】

　

４
月
１
日
～
翌
年
３
月
31
日

　
（
年
度
途
中
で
の
加
入
可
）

【
加
入
依
頼
書
設
置
場
所
】

　

紀
宝
町
教
育
委
員
会

▼
詳
し
く
は
、（
財
）
ス
ポ
ー
ツ

安
全
協
会
三
重
県
支
部
（
☎
０
５

９
―
３
７
２
―
８
１
０
０
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

熊
野
水
軍
子
供
太
鼓
は
、
新

期
生
を
募
集
し
ま
す
。
み
ん
な

で
楽
し
く
太
鼓
を
演
奏
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
ま
ず
は
、
見
学
か

ら
で
も
い
い
の
で
、
お
気
軽
に

お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

【
募
集
対
象
】　

　

町
内
の
小
学
３
～
６
年
生

熊
野
水
軍
子
供
太
鼓

新

期

生

募

集

　

町
は
、
食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
の
会
員
を
養
成
す
る
講
座
（
栄

養
教
室
）
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

　

同
協
議
会
は
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
幅
広
く
、
食
事
を
通

し
て
健
康
づ
く
り
を
広
め
る
こ
と

を
目
的
に
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
講
座
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
意
欲
の
あ
る
18
歳
以
上

の
住
民
の
方
な
ら
、
男
女
問
わ
ず

参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
程
】　

４
月
22
日
㈬
、
５
月

20
日
㈬
、
６
月
17
日
㈬
、
７
月

15
日
㈬
、
９
月
16
日
㈬
、
10
月

21
日
㈬
、
11
月
18
日
㈬
の
計
７

回
。
う
ち
５
回
以
上
受
講
す
る

こ
と
が
条
件
。

食
改
協
の
会
員

養
成
講
座
を
開
催

　

町
は
、
平
成
27
年
２
月
28
日
付

け
で
、人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

【
退
職
】　

西に
し 

大だ
い
き喜（

産
業
建
設
課
）

人

事

異

動

広報きほう

大きさ １枠　縦 45㍉×横 86㍉

掲載料
  １枠につき月額で、
   町内事業者  　7,000 円
   町外事業者　10,000 円

　町では、「広報きほう」のこの
位置に有料広告を掲載していま
す。みなさんの会社やお店の宣伝
にご利用ください。詳しくは、役
場企画調整課（☎３３－０３３４）
までお問い合わせください。

広報きほうに広告を掲載しませんか

【
時
間
】　

午
前
９
時
30
分
か
ら

午
後
２
時
30
分
ま
で

【
内
容
】　

栄
養
、
食
品
衛
生
、
糖

尿
病
・
高
血
圧
予
防
の
食
事
に
つ

い
て
の
講
話
や
調
理
実
習

【
場
所
】　

保
健
セ
ン
タ
ー

【
参
加
費
】　

毎
回
３
０
０
円
（
食

材
費
）

【
申
込
期
限
】　

４
月
17
日
㈮
ま
で

▼
詳
し
く
は
、保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

32
―
３
７
０
０
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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広
報
き
ほ
う
を
卒
業
し
ま
す

　

今
月
号
を
も
ち
ま
し
て
、
私
、
竹
鼻
康
は
、
広
報
き
ほ
う
の

担
当
を
卒
業
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
か
ら
６
年
間
。
み
な
さ
ん
に
読
ん
で
も
ら
い
、
毎
月

楽
し
み
に
待
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
広
報
が
作
り
た
く
て
、
毎

月
が
む
し
ゃ
ら
に
、
６
年
間
ず
っ
と
突
っ
走
っ
て
き
ま
し
た
。
僕

は
公
務
員
な
の
で
異
動
は
つ
き
も
の
で
す
。
だ
か
ら
わ
か
っ
て
は

い
る
の
で
す
が
、
い
ざ
異
動
と
な
る
と
、
や
は
り
さ
み
し
い
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
も
う
広
報
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
…
、

も
う
み
な
さ
ん
の
笑
顔
の
写
真
が
撮
れ
な
い
…
、
も
う
子
ど
も

た
ち
か
ら
「
や
っ
ち
ゃ
～
ん
」
っ
て
呼
ん
で
も
ら
え
な
い
…
、

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
さ
み
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。

　

異
動
の
内
示
が
出
た
日
、
帰
り
に
コ
ン
ビ
ニ
に
よ
っ
た
の
で

す
が
、
本
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
無
意
識
に
レ
イ
ア
ウ
ト
の
参
考
と

な
る
本
は
な
い
か
と
探
し
て
い
る
自
分
が
い
ま
し
た
。
本
当
に
、

広
報
と
い
う
仕
事
が
好
き
な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

広
報
紙
づ
く
り
は
本
当
に
楽
し
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

そ
の
半
面
、
同
等
に
苦
し
む
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

発
狂
し
た
く
な
る
ほ
ど
悩
む
こ
と
も
多
々
あ
り
、
毎
月
頭
を
抱

え
て
い
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
「
今
月
号
も
よ
か
っ
た

よ
」「
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
る
よ
」
と
い
っ
た
や
さ
し
い
お
言

葉
の
お
か
げ
で
、僕
は
も
の
す
ご
く
救
わ
れ
、元
気
を
い
た
だ
き
、

毎
月
が
ん
ば
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

僕
に
と
っ
て
こ
の
６
年
間
は
、
人
生
に
お
い
て
、
決
し
て
忘

れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
密
度
の
濃
い
６
年
間
で
し
た
。
広
報

を
通
し
て
み
な
さ
ん
と
出
会
え
た
こ
と
は
、
僕
の
人
生
に
お
い

て
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
広
報
と
は
違
う
次

の
ス
テ
ー
ジ
で
、
町
民
の
み
な
さ
ん

の
お
役
に
た
て
る
よ
う
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
、
竹
鼻
康
を
応
援
し
て
い
た
だ

き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

今
後
と
も「
広
報
き
ほ
う
」を
、応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 　

 

（
広
報
を
誰
よ
り
も
愛
す
る　

竹
鼻  

康
）

平
成

2
7

年
４

月
１

日
発

行
広

報
き

ほ
う
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号
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 印
刷

／
6,000

部
　

文
化

印
刷

有
限

会
社

　
　

　
　

  自
然

保
護

の
た

め
、

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
お

よ
び

石
油

系
成

分
の

少
な

い
植

物
油

性
イ

ン
キ

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

■
 編

集
／

紀
宝

町
役

場
企

画
調

整
課

広
報

広
聴

係
　

　
 〒

519
－

5701　
三

重
県

南
牟

婁
郡

紀
宝

町
鵜

殿
324

番
地

　
  

　
 T

EL 0735-33-0334　
　

　
　

　
FA

X
 0735-32-1102

ひ
と
り
ご
と

カ
メ
ラーメン

写
真
で
振
り
返
る

現在

　広報きほうでは、みなさんのお宅に眠って
いる昔なつかしい風景写真を募集します。
　本人またはご家族が撮影された、著作権を完全
に保有されているものに限り、受け付けさせてい
ただき、このコーナーでご紹介させていただこう
と思っています。詳しくは、役場企画調整課（☎
３３－０３３４）までお問い合わせください。

昔の風景写真を募集します

そ
の
16

　

暖
か
い
気
候
と
な
り
、
町
内
の
い
た
る
と

こ
ろ
で
桜
が
咲
い
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
、

鵜
殿
地
区
の
「
矢
渕
の
桜
並
木
」
の
写
真
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
写
真
は
、
大
正
時
代
に
撮
影
さ
れ
た

も
の
で
、
写
真
中
央
に
は
整
備
さ
れ
た
道
が

あ
り
、
そ
の
脇
に
は
桜
が
植
え
ら
れ
、
き
れ

い
に
咲
き
誇
っ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

写
真
中
央
の
道
は
、
こ
の
こ
ろ
は
ま
だ
県
道

で
、
後
に
現
在
の
国
道
42
号
と
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
山
の
位
置
か
ら
判
断
し
て
み
る
と
、
若

干
位
置
は
変
わ
り
、
現
在
の
道
は
写
真
右
の
川

沿
い
に
な
る
か
と
思
わ
れ
、
ま
た
、
昔
の
道
は
、

現
在
の
矢
渕
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
あ
た
り

に
な
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

現
在
も
国
道
42
号
沿
い
に
は
桜
が
植
え
ら

れ
て
お
り
、
と
て
も
き
れ
い
で
す
が
、
当
時
も

こ
の
季
節
、
矢
渕
の
桜
は
人
々
の
心
を
癒
し
て

い
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

　
鵜
殿
地
区

矢
渕
の
桜
並
木

大正時代

写真提供：まなびの郷
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